
写
本
。
全
二
四
冊
揃
本
。
袋
綴
。
綴
糸
茶
色
（
第
一
冊
の
桑
白
、
近
年
後
補
に
よ
る
）
。
寸
法
縦
約
二
六
・
九
×
横
約
一
九
・
六
糎
。

表
紙
濃
茶
色
蜀
江
型
空
抑
模
様
紙
表
紙
（
原
装
か
）
。
中
央
に
卵
色
布
目
地
模
様
銀
切
箔
散
ら
し
紙
題
掻
（
縦
約
一
八
・
八
×
横
約
四
・
○
糎
）

貼
付
。
題
字
、
第
一
冊
目
「
源
氏
物
語
抄
搾
蓉
識
稚
郵
蝉
」
。
第
二
冊
目
「
源
氏
物
語
抄
夕
顔
」
、
以
下
こ
れ
に
準
ず
。
題
字
は
全
冊
一
筆
。
各

冊
に
青
灰
色
角
切
を
施
し
、
「
一
」
Ｉ
「
廿
四
」
ま
で
の
巻
序
を
墨
書
。
小
口
書
は
第
一
冊
目
に
「
桐
帝
空
」
の
略
巻
名
（
墨
書
）
、
以
下

調
査
報
告
三
十
七

こ
れ
に
準
ず
。

内
題
、
第第
一
冊
目
に
「
源
氏
物
語
聞
書
」
。
本
文
料
紙
楮
紙
。
片
面
一
○
行
。
注
小
双
行
。
第
一
冊
奥
（
「
空
蝉
」
本
文
末
尾
）
に
．
校
了
」
（
朱

日
書
誌
事
項

常
磐
松
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
覚
勝
院
抄
」

写
二
四
冊

上
野
英
子
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三十七常磐松文庫蔵『源氏物語覚勝院抄』写二四冊

マ
マ

書
）
の
校
合
奥
書
。
第
一
六
冊
奥
（
「
匂
兵
部
卿
」
本
文
末
尾
）
、
第
一
七
冊
奥
（
「
竹
皮
」
本
文
末
尾
）
、
第
一
二
冊
奥
「
東
屋
」
本
文
末
尾
）
、

第
二
三
冊
奥
（
「
蜻
蛉
」
本
文
末
尾
）
に
各
々
「
公
晴
耆
之
」
（
墨
書
）
の
書
写
奥
書
あ
り
。

印
記
は
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
」
「
常
磐
松
文
庫
」
の
他
、
図
書
原
簿
登
録
番
号
（
第
一
冊
目
「
五
九
二
三
三
」
’
第
二
四
冊
目
「
五

九
二
五
六
」
）
を
捺
す
。
木
筥
入
り
。
筥
蓋
裏
に
打
付
に
て
「
筆
者
／
花
園
前
宰
相
実
満
卿
／
前
中
納
言
公
晴
卿
／
全
部
廿
四
冊
／
外
二
冊
」
と

墨
書
す
る
も
「
外
二
冊
」
の
意
不
明
。
木
筥
に
現
在
の
二
四
冊
を
納
め
る
と
若
干
の
余
裕
が
あ
る
。

岩
波
『
国
書
総
目
録
』
未
収
本
。

公
久
の
男
で
寛
永
六
年
（
一

莞
。
極
官
は
参
議
従
二
位
。

〈
書
写
者
に
つ
い
て
〉

全
冊
一
筆
で
は
な
い
。
主
と
な
る
書
写
者
が
い
て
、
し
か
し
第
一
六
・
一
七
・
一
二
・
二
三
冊
目
な
ど
は
別
筆
の
よ
う
で
あ
る
。
別
筆
と
翠

ら
れ
る
こ
の
四
冊
に
は
冊
の
奥
に
「
公
晴
害
之
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
筥
言
に
よ
れ
ば
、
該
吾
の
言
写
者
は
花
園
実
満
・
公
晴
父
子
で
あ
る
と

い
う
。
す
る
と
「
公
晴
書
之
」
と
あ
る
四
冊
を
除
き
、
他
は
実
満
筆
と
い
う
こ
と
か
。

筥
吾
に
い
う
花
園
氏
と
は
、
正
親
町
三
条
の
支
流
で
あ
る
。
内
大
臣
正
親
町
三
条
公
兄
の
孫
、
近
衛
権
中
将
公
久
の
時
に
分
れ
た
。
実
満
は

公
久
の
男
で
寛
永
六
年
（
云
元
）
生
。
『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
侍
従
・
右
少
将
・
参
議
等
の
官
を
経
、
貞
享
元
年
（
宍
全
）
に
五
六
歳
で

実
満
の
男
公
晴
（
母
は
家
女
房
と
い
う
）
は
、
寛
文
元
年
（
一
棗
一
）
生
。
五
歳
で
叙
爵
。
一
○
歳
で
元
服
、
同
時
に
昇
殿
を
許
さ
れ
侍
従
従

五
位
上
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
延
宝
三
年
（
一
毛
二
、
一
五
歳
で
右
少
将
。
同
八
年
、
二
○
歳
で
右
中
将
。
父
が
蕊
じ
た
時
は
二
四
歳
で
あ
っ
た
。

以
後
公
晴
は
、
参
議
・
右
近
衛
中
将
・
権
中
納
言
を
経
、
天
文
元
年
（
毛
三
〈
）
七
六
歳
で
莞
じ
て
い
る
。
極
官
は
権
中
納
言
正
二
位
。

こ
の
実
満
・
公
晴
父
子
を
書
写
者
と
す
る
筥
害
の
記
述
を
承
け
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
以
下
の
こ
と
が
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
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〈
書
入
れ
に
つ
い
て
〉

該
害
に
は
、
書
写
成
立
後
、
本
行
と
は
別
筆
で
種
為
の
書
入
れ
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
主
に
第
一
～
七
冊
目
ま
で
。
巻
名
で
い
う

と
「
帝
木
」
（
な
ぜ
か
「
桐
壺
」
の
方
に
は
殆
ど
無
い
）
か
ら
「
薄
雲
」
ま
で
の
諸
巻
に
集
中
し
て
い
る
。
朱
或
い
は
薄
墨
を
用
い
て
、
先
行

注
を
転
写
、
時
に
「
愚
案
」
と
し
て
自
説
も
加
え
る
。
余
白
に
記
し
、
書
き
切
れ
な
い
場
合
に
は
付
菱
を
付
け
て
記
入
し
て
い
る
。
引
用
さ
れ

た
先
行
注
は
、
大
部
分
が
『
眠
江
入
楚
』
。
他
に
『
花
鳥
余
情
』
『
弄
花
抄
』
『
細
流
抄
』
『
孟
津
抄
』
等
も
ゑ
ら
れ
る
が
、
『
眠
江
入
楚
』
か
ら

一
、
更
に
そ
の
上
限
は
、
実
満
莞
時
公
晴
二
四
歳
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
勘
案
し
て
、
公
晴
一
○
代
に
相
当
す
る
延
宝
年
間
頃
（
天
三
～
一
天
ｅ

迄
は
測
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
に
し
て
も
、
延
宝
年
間
と
い
え
ば
、
元
年
に
北
村
季
吟
の
『
湖
月
抄
』
が
成
立
（
同
践
文
）
。
翌
年
に
は
早
速
初
版
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
時
期
実
満
は
一
子
公
晴
と
共
に
『
覚
勝
院
抄
』
と
い
う
古
注
集
成
の
注
釈
書
を
全
冊
書
写
し
始
め
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
そ
れ
ま
で
に
提
示
さ
れ
て
き
た
諸
家
の
注
釈
を
ま
と
め
、
体
系
化
し
よ
う
と
す
る
時
代
風
潮
の
現
わ
れ
で
も
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
王
朝
文
化
継
承
者
た
る
公
家
と
し
て
の
自
負
心
も
働
い
て
い
た
も
の
か
。
猶
、
野
村

精
一
氏
所
蔵
の
花
園
実
満
筆
短
冊
と
該
害
の
筆
跡
と
を
見
比
べ
る
と
、
両
者
は
よ
く
似
て
い
る
。

一
、
筥
害
に
「
前
中
納
言
公
晴
卿
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
筥
吾
の
記
述
自
体
は
、
公
晴
が
権
中
納
言
を
辞
し
た
享
保
二
年
（
毛
毛
年
、
公
晴

五
七
歳
）
以
降
、
某
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
、
父
子
の
共
同
書
写
作
業
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
作
業
の
着
手
時
期
は
、
実
満
が
莞
じ
た
貞
享
元
年
三
〈
全
）
以
前
に
求
め
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
。
五
十
四
帖
中
、
公
晴
筆
と
桑
ら
れ
る
も
の
が
僅
か
四
帖
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
主
た
る
推
進
者
か
実
満
の
方

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

rーハ
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第
三
群
後
期
増
補
本
グ
ル
ー
プ

野
村
氏
に
よ
れ
ば
、
第
一
群
に
は
先
ず
稿
本
と
み
ら
れ
る
穂
久
邇
文
庫
本
、
そ
れ
に
同
本
を
ほ
ぼ
忠
実
に
転
写
し
た
と
思
し
き
国
会
図
書
館

本
と
天
理
図
書
館
蔵
万
治
奥
書
本
を
加
え
た
、
以
上
三
本
が
入
る
と
い
う
。
そ
の
名
の
通
り
初
期
稿
本
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
た
本
文
で
あ

現
在
、
確
認
で
き
た
『
覚
勝
院
抄
』
の
諸
本
は
都
合
二
三
本
に
及
ぶ
。
う
ち
一
二
本
に
つ
い
て
は
『
源
氏
物
語
間
害
覚
勝
院
抄
』
第
一
○

巻
（
平
成
三
年
汲
古
書
院
刊
）
付
載
「
別
冊
」
に
、
「
諸
本
略
解
題
」
と
し
て
紹
介
。
二
本
は
岩
坪
健
氏
の
御
教
示
を
得
た
（
「
三
条
西
家
の
講
釈

ｌ
穂
久
邇
文
庫
所
蔵
『
覚
勝
院
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
親
和
女
子
大
学
「
親
和
国
文
」
二
七
号
所
収
）
．
各
写
本
の
巻
毎
の
分
冊
状
況
に
つ
い
て
は
、
文
末
（
一
○

一
頁
の
前
）
に
一
覧
表
を
掲
示
し
て
お
く
。

さ
て
同
「
別
冊
」
所
収
の
、
野
村
精
一
「
穂
久
邇
文
庫
本
覚
勝
院
抄
に
つ
い
て
Ｉ
本
文
批
判
の
方
法
論
の
た
め
に
Ｉ
」
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
諸
本
は
お
よ
そ
次
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
と
い
う
。

第
一
群
初
期
稿
本
グ
ル
ー
プ

る
C の

孫
引
き
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
書
入
れ
注
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
稿
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
て
、
本
稿
で
は
先
ず
、
書

入
れ
の
施
さ
れ
る
以
前
、
即
ち
筥
害
を
承
け
る
な
ら
ば
、
実
満
公
晴
父
子
の
手
で
書
写
が
完
了
し
た
時
点
で
の
該
害
に
つ
い
て
、
そ
の
特
色
を

桑
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

一
頁
の
前
）
に
一
覧
表
を
掲
示
ｌ

さ
て
同
「
別
冊
」
所
収
の
、
厩

こ
れ
ら
の
諸
本
は
お
よ
そ
次
の
三

第
一
群
初
期
稿
本
グ
ル
ー

第
二
群
通
行
本
グ
ル
ー
プ

ロ
諸
本
分
狐

ノー旬
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第
二
群
の
通
行
本
グ
ル
ー
プ
に
は
一
七
本
が
入
る
。
第
一
群
と
異
な
る
第
二
群
諸
本
の
特
色
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

第
三
群
に
入
る
の
は
、
東
京
大
学
図
書
館
蔵
の
足
代
弘
訓
書
入
れ
本
と
本
学
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ

た
常
磐
松
文
庫
本
も
又
、
こ
れ
に
属
す
る
と
い
う
。
野
村
氏
に
よ
っ
て
第
三
群
と
分
類
さ
れ
た
こ
の
三
本
は
、
い
ず
れ
も
後
代
の
利
用
者
が

『
岨
江
入
楚
』
『
湖
月
抄
』
『
玉
の
小
櫛
』
等
の
注
釈
書
を
も
と
に
各
々
独
自
の
訂
正
・
書
入
れ
を
行
な
っ
て
お
り
、
殊
に
前
二
本
は
『
覚
勝
院
抄
』

本
来
の
注
文
を
胡
粉
等
で
塗
消
し
た
上
に
、
各
々
独
自
の
書
入
れ
を
試
ゑ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
新
し
い
独
自
の
注
釈
害
の
完
成
を
目
指
し

た
も
の
、
と
も
い
え
る
わ
け
で
、
氏
が
こ
の
三
本
を
し
て
、
第
一
群
や
第
二
群
の
諸
本
と
区
別
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
う
も
の
の
、
足
代
弘
訓
本
に
せ
よ
三
条
西
旧
蔵
本
に
せ
よ
、
常
磐
松
文
庫
本
に
せ
よ
、
各
々
書
入
れ
が
な
さ
れ
る
以
前
の
姿
は
ど
う

で
あ
っ
た
の
か
、
Ｉ
換
言
す
る
な
ら
ば
、
後
代
書
入
れ
に
よ
っ
て
第
三
群
に
分
類
さ
れ
た
こ
の
三
本
は
、
そ
の
書
入
れ
が
入
る
以
前
に
は
、

㈲
第
一
群
初
期
稿
本
の
本
文
で
あ
っ
た
の
か

ロ
第
二
群
通
行
本
の
本
文
で
あ
っ
た
の
か

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
個
別
に
分
析
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
の
ね
ら
い
も
そ
の
点
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
分

析
を
始
め
る
前
に
、
先
ず
第
一
群
と
第
二
群
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

〈
第
一
群
本
と
第
二
群
本
と
の
相
違
点
〉

第
一
群
の
、
と
り
わ
け
稿
本
と
み
ら
れ
る
杣
久
邇
文
庫
本
に
つ
い
て
、
筆
跡
そ
の
他
か
ら
、
そ
の
成
立
過
狸
を
推
測
す
る
に
、
お
よ
そ
以
下

の
よ
う
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
先
ず
物
語
本
文
と
聞
害
等
で
構
成
さ
れ
た
基
礎
稿
が
成
っ
た
の
ち
、
こ
れ
に
数
次
に
わ
た
っ
て
複
数
者
の

手
に
よ
る
書
入
れ
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

白
両
群
の
混
成
本
で
あ
っ
た
の
か
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本
行
の
上
欄
余
白
に
言
入
れ
ら
れ
た
「
三
亜
説
」
の
注
文
は
、
そ
の
筆
跡
か
ら
み
て
、
ど
う
や
ら
本
行
「
康
和
流
布
」
の
下
の
割
注
の
後
半

部
、
即
ち
「
然
者
元
亀
二
年
マ
テ
〈
五
百
七
十
四
才
欧
」
と
同
筆
で
あ
る
ら
し
い
。
割
注
の
前
半
「
寛
弘
ヨ
リ
文
明
十
年
迄
四
百
八
十
余
年

也
」
の
方
は
、
本
行
と
同
筆
で
、
こ
れ
ら
は
『
弄
花
抄
』
巻
頭
総
論
的
記
事
か
ら
の
転
載
で
あ
る
の
だ
が
、
「
三
亜
説
」
の
書
入
れ
者
は
こ
の

『
弄
花
抄
』
の
記
載
を
ま
ね
て
、
自
ら
が
書
入
れ
を
施
し
た
年
次
を
「
然
者
元
亀
二
年
マ
テ
ハ
：
．
…
」
と
追
記
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

元
亀
二
年
（
一
毛
一
）
と
い
え
ば
、
こ
れ
に
先
立
つ
僅
か
二
年
前
、
三
条
西
実
澄
は
十
数
年
の
長
き
に
及
ん
だ
東
国
在
住
生
活
に
別
れ
を
告
げ

て
上
京
し
て
い
る
。
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
『
継
芥
記
』
等
に
よ
れ
ば
、
彼
は
上
京
後
ま
も
な
く
、
宮
中
で
の
源
氏
講
尺
を
担
当
す
る
な
ど
、
源

三
亜
説
．
”
源
氏
物
語
間
書
或
説
井
料
間
加
之

、

桐
壺
第
一
識
艤
誕
謬
淘
郵
溌
鍜
鍛
鯵
曝
一

大
昔
源
氏
物
語
ト

云
物
在
之
依
レ
其

光
卜
云
字
ヲ
時
代
寛
弘
ノ
初
造
二
出
之
一
康
和
流
布
岐
趣
鐸
卿
睡
細
計
齊
嘩
墾
雫

上
二
置
テ

マ
テ
ハ
五
百
七

謎
辨
唾
君
輔
儲
ト
作
者
紫
式
部
〈
藤
原
ノ
為
時
ヵ
女
也
或
説
見
一
河
海
抄
一
井
十
四
才欧

そ
の
最
も
早
期
の
書
入
れ
と
ぷ
ら
れ
る
一
つ
に
、
「
三
亜
説
」
と
い
う
肩
付
で
始
ま
る
も
の
が
あ
る
。
「
三
ｍ
説
」
と
は
「
三
亜
説
」
を
紹
介

し
た
「
藤
袴
」
の
付
葵
文
末
に
「
三
亜
実
澄
説
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
条
西
実
澄
の
説
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
三
亜
説
」
書
入

れ
は
、
例
え
ば
「
桐
壺
」
の
巻
頭
の
総
論
的
注
文
の
上
欄
余
白
に
次
の
如
く
あ
る
。

源
氏
物
語
卜

云
物
〈
姿
ヲ
モ

見
ダ
ル
人
エ
」
ナ

キ
ト
也

花
鳥
餘
情
等
一
也

（
穂
久
邇
文
庫
本
「
桐
壺
」
二
丁
オ
）
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そ
の
こ
と
は
、
こ
の
書
入
れ
が
、
先
の
「
三
亜
説
」
の
注
文
に
、
抹
消
線
を
入
れ
た
り
訂
正
を
施
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

ま
た
注
文
の
中
で
、
実
澄
を
し
て
「
三
光
院
」
と
呼
ん
で
い
る
（
一
例
を
挙
げ
れ
ば
『
紅
葉
賀
』
六
八
丁
ウ
「
三
光
院
ニ
モ
我
ヲ
女
ニ
テ
源
氏

を
承
は
や
と
の
心
也
」
等
々
）
。
お
そ
ら
く
こ
の
書
入
れ
は
、
実
澄
が
出
家
し
三
光
院
と
号
し
た
天
正
七
年
（
云
尭
）
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
三
亜
説
」
書
入
れ
を
元
亀
二
年
頃
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
よ
り
八
年
以
上
の
歳
月
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

筆
跡
を
追
っ
て
ゆ
く
と
、
こ
の
書
入
れ
者
は
、
「
帯
木
」
で
は
青
墨
を
用
い
、
や
が
て
朱
墨
に
色
を
替
え
、
続
く
「
空
蝉
」
「
夕
顔
」
で
は
朱
。

「
夕
顔
」
の
途
中
か
ら
再
び
薄
墨
に
色
を
替
え
、
以
下
ず
っ
と
薄
墨
を
用
い
て
「
若
紫
」
「
末
摘
花
」
「
紅
葉
賀
」
「
葵
」
「
花
散
里
」
「
明
石
」
「
澪

マ
マ

標
」
「
紅
梅
」
「
竹
皮
」
「
椎
本
」
等
に
害
入
れ
て
い
る
。
但
し
『
覚
勝
院
抄
』
全
冊
に
ま
た
が
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
く
害
入
れ
て
あ
る
の
は

「
帯
木
」
か
ら
「
紅
葉
賀
」
辺
り
ま
で
で
、
以
後
は
急
激
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
書
入
れ
は
「
三
大
」
の
肩
付
で
示
さ
れ
る
も
の
が
多
い
た
め
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
こ
れ
を
総
称
し
て
〈
三
大
書
入
れ
〉
と
仮
称
し
て

お
く
（
但
し
こ
の
〈
三
大
書
入
れ
〉
以
後
も
更
に
朱
・
墨
書
入
れ
が
あ
る
点
断
わ
っ
て
お
く
）
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
〈
三
大
書
入

れ
〉
等
が
、
ど
う
や
ら
第
二
群
通
行
本
グ
ル
ー
プ
の
諸
本
に
は
入
っ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
第
二
群
の
諸
本
は
、
〈
三
亜
説
書
入
れ
〉

が
入
っ
た
後
、
〈
三
大
書
入
れ
〉
等
の
入
る
以
前
に
写
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
そ
う
し
た
本
文
の
系
列
を
ひ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
と
思
わ

れ
る
。
野
村
氏
は
か
か
る
第
二
群
本
文
を
し
て
「
通
行
本
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
い
る
。
現
存
す
る
『
覚
勝
院
抄
』
諸
本
中
で
は
こ
の
形
態
の
も

承
ら
れ
、
他
に
「
紅
葉
賀
」
「
柏
木
」
星

さ
て
穂
久
邇
文
庫
本
『
覚
勝
院
抄
』
）

始
ま
る
書
入
れ
も
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

氏
学
者
と
し
て
精
力
的
な
活
動
を
開
始
し
た
。
『
覚
勝
院
抄
』
の
「
三
亜
説
」
書
入
れ
は
、
こ
の
時
期
の
実
澄
講
尺
を
う
け
て
の
聞
害
で
あ
っ

た
と
よ
み
と
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
こ
の
書
入
れ
は
、
全
巻
に
記
さ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
「
桐
壺
」
「
帯
木
」
「
空
蝉
」
「
夕
顔
」
に
集
中
し
て

マ
マ

承
ら
れ
、
他
に
「
紅
葉
賀
」
「
柏
木
」
「
紅
梅
」
「
竹
皮
」
等
に
も
若
干
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
分
量
は
巻
を
追
う
毎
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

さ
て
穂
久
邇
文
庫
本
『
覚
勝
院
抄
』
に
は
、
こ
の
書
入
れ
が
な
さ
れ
た
後
に
、
や
が
て
「
三
大
」
「
隆
」
「
昌
」
（
昌
叱
）
「
覚
」
等
の
肩
付
で
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の
が
最
も
多
く
、
と
り
も
な
お
さ
ず
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
本
文
が
普
及
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
通
行
本
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
第
一
群
初
期
稿
本
グ
ル
ー
プ
三
本
と
第
二
群
通
行
本
グ
ル
ー
プ
諸
本
と
を
区
別
す
る
大
き
な
特
色
の
一
つ
は
、
ど
う
や
ら
こ
の

〈
三
大
書
入
れ
〉
の
有
無
に
あ
る
ら
し
い
の
だ
が
、
但
し
注
意
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
よ
う
。
陽
明
文
庫
蔵
源
氏
物
語
写
本
五
十
四
帖
は
『
源
氏
物
語
』
の
代
表
的
写
本
と
し
て
有
名
だ
が
、
巻
の
多
く
が
青
表
紙
系

で
あ
り
な
が
ら
、
一
部
の
巻
は
河
内
本
系
や
別
本
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
現
象
は
『
覚
勝
院
抄
』
諸
本
の
中
で
も
起
こ
り
う
る
の
で
は
な
い

の
か
。
た
と
え
通
行
本
グ
ル
ー
プ
と
分
類
さ
れ
て
も
、
一
部
の
巻
が
初
期
稿
本
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
本
文
ｌ
無
論
、
そ
の
逆
で
も
よ
い
の
だ
が

‐
そ
う
し
た
本
文
の
存
在
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

現
に
、
第
二
群
の
代
表
的
一
本
と
み
ら
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
だ
が
、
そ
の
「
紅
葉
賀
」
は
〈
三
大
書
入
れ
〉
を
も
ち
、
注
文
の
本

文
も
第
一
群
系
で
あ
る
。
か
か
る
例
が
見
出
さ
れ
る
以
上
、
今
後
は
諸
本
各
巻
毎
の
精
査
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
は
勿
論
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
常
磐
松
文
庫
本
の
場
合
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
を
先
に
い
う
な
ら
ば
、
大
半
は
〈
三
大
書
入
れ
〉
を
も
た
ぬ
第
二
群
の
本
文
で
あ
る
も
の
の
、
「
空
蝉
」
「
夕
顔
」
の
二
巻
だ
け
は
、
部

分
的
に
で
は
あ
る
が
〈
三
大
吉
入
れ
〉
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
両
巻
と
も
に
、
穗
久
邇
本
に
象
え
る
〈
三
大
書
入
れ
〉
を
全
面
的

に
踏
襲
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
殊
に
「
夕
顔
」
は
断
片
的
に
垣
間
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

次
に
そ
の
顕
著
な
例
を
翻
字
し
て
象
よ
う
。
比
較
の
た
め
、
は
じ
め
に
第
一
群
穗
久
邇
本
の
本
文
を
掲
げ
、
次
に
常
磐
松
本
を
翻
字
す
る
。

第
二
群
の
本
文
（
桂
宮
本
を
採
用
）
は
必
要
に
応
じ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
翻
字
に
際
し
、
各
本
と
も
句
点
や
朱
引
等
は
全
て
省
略
。

ま
た
常
磐
松
本
の
常
磐
松
本
た
る
所
以
の
も
の
、
即
ち
同
本
独
自
の
例
の
後
代
書
入
れ
の
部
分
は
、
こ
れ
を
細
い
実
線
で
囲
む
こ
と
に
し
た
。

更
に
〈
三
大
書
入
れ
〉
に
よ
る
訂
正
・
注
文
等
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
て
お
い
た
。
但
し
〈
三
大
言
入
れ
〉
に
よ
る
抹
消
線
だ
け
は
、
該
当
本

文
の
傍
に
太
い
実
線
を
引
く
こ
と
で
、
そ
の
意
を
示
す
こ
と
に
し
た
。
よ
っ
て
傍
に
ひ
か
れ
た
太
い
実
線
は
〈
三
大
書
入
れ
〉
に
よ
る
抹
消
線
、
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〈
空
蝉
〉

は
じ
め
に
「
空
蝉
」
か
ら
マ

穗
久
邇
本
（
九
四
丁
オ
ー
ウ
）

本
文
の
中
央
に
引
か
れ
た
細
い
実
線
は
、
そ
れ
以
外
の
書
入
れ
者
の
手
に
な
る
抹
消
線
と
理
解
さ
れ
た
い
。
猶
、
便
宜
上
、
各
本
文
の
下
に
、

通
し
番
号
を
付
し
て
お
く
。か

ら
象
て
い
こ
う
一
・

源
氏
の
御
事
也
三
大
中
川
の
宿
一
一
と
ま
り
給
て
の
事
也
に

一
ね
ら
れ
給
は
い
ま
入
に
わ
れ
は
か
く
人
に
些
く
ま

云
給
也
上

’
一
一
毛
源
氏
、
媚
確
睦
誹
・
ス
小
君
二
對
シ
テ
ノ
給
詞
也
昌
叱
ハ

ヒ
自
稻デハ
ナ
イ

ト
読
如
何

三
光
院
自
稻
也

れ
て
も
な
ら
は
ぬ
を
こ
よ
ひ
な
む
は
し
め
て

小
君
也
我
ハ
カ
ク
人
一
三
ク
マ
レ
モ
ナ
ラ
ハ
ヌ
ヲ
ト
有
詞
髪
ノ
小
君
力
泪
ヲ
サ
ヘ
コ
汁
シ
テ
ノ

給
へ
ゞ
は
涙
を
さ
へ
こ
。
ほ
し
て
ふ
し
た
り

詞
ニ
テ
源
氏
ノ

△

△
自
稗
一
一
テ

一
つ

う
し
と
世
を
お
も
ひ
し
り
ぬ
れ
、
は
は
わ
か
し
く

な
り
れ
な
ン

て
な
か
ら
ふ
ま
し
う
こ
そ
思
ひ
成
ぬ
れ
な
と
の

三
大小
君
也 分

り
や
す
い
物
語
冒
頭
の
部
分
で
三
本
を
比
較
し
て
桑
る
こ
と
に
す
る
。

、

し

ナ
キ
事
聞
え
ダ
ル
也

⑤ ④ ③ ② ①
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労労
〈
一
段
懇
ナ
ル事
也

ヒ

ラ
ウ努
タ
シ
タ
シ
ハ
読
ツ
ケ
也

ネ
ギ
ラ
ウ

、

源
氏
の
御
心
也
小
君
坊
事
也
幼
人
ナ
レ
共
お
と
な
し
き
と
也

一
つ

文
王
労
テ
問
う
一
い
と
ら
う
た
し
と
お
》
ほ
す
て
さ
ぐ
り
の
ほ
そ
く

太
公
望
二
間
ハ
レ
タ
ル
事
也
ら
■
ち

、
辛
労
ノ
心
ト
思
テ
ハ
違
也
源
氏
の
御
そ
ば
に
ね
さ
せ
ら
れ
て
也

似
タ
ル
ト
ア
ル
ニ
テ

被
し
知
ダ
ル
也 ヤ

ウ

此
物
語
の
作
様
前
〃

被
し
知
ダ
ル
也

小
君
ハ
イ
マ
汐
児

程
ナ
ル
ニ
髪
ノ

聞
書

同
花
説

ス
ミ
■
ぬ
ミ
エ
ナ
ン
ダ
レ

事
労
後
一
天
済
と
ス
ル
也
空
せ
ミ
の
髪
の
ヨ
カ
ラ
ヌ
事
〈
前
二
不
し
見
を
も
長
ニ
テ

ヘー
｛
“
“
、
、
、

ち
い
さ
き
ほ
と
か
染
の
い
と
な
か
上
ら
さ
り
し
け

三
大
の
気
は
ひ

言
Ⅱ
…
ｉ
Ⅲ
岨
一
・
空
刊
訓
に
脚
釧
似
洵
万
と
也
手
さ
ぐ
り
よ
う

は
ひ
の
却
副
割
に
か
く
討
罐
率
噸
郵
罹
吟
需
や
》
碑
抑
璋
峰
悼
降
り
に
・
似
か
ょ
ひ
た
る
と
也

な

、
也
ｌ

ね
ら
れ
給
は
ぬ
と
有
も
中
川
の
宿
に
て
の
事
成
課
へ
し

㈹
に
‐
、

箒
木
の
巻
の
終
の
詞
に
つ
退
け
て
か
け
る
也
わ
れ
〈
か
く

人
に
上
く
ま
れ
て
も
な
ら
は
い
を
と
云
〈
う
つ
せ
ミ
の
や
う

な
る
人
に
は
い
ま
だ
あ
ひ
給
〈
ぬ
と
也
こ
れ
に
て
源
氏
君
の

好
色
ガ
み
え
た
る
也
源
氏
の
御
や
う
た
い
を
ミ
て
小
君
か

い

な
ミ
た
を
こ
ゞ
ほ
し
た
る
な
り

」
（
“
オ
）

⑨⑧⑦⑥⑫ ⑪⑩⑬⑭
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、
ね
ら
れ
給
は
い
ま
上
に

花
是
〈
箒
木
巻
の
終
の

詞
に
つ
上
げ
て
書
り

菱
云
は
上
き
ぎ
の
巻
の

書
残
し
て
引
分
書
た
る

列
傅
と
ミ
せ
ん
為
也
さ

中
川
の
方
違
の
事
を
ハ

巻
に
書
べ
き
を
は
上
木

末
に
く
わ
へ
た
る
ハ
彼

常
磐
松
文
庫
本
（
一
二
五
丁
ゥ
）

源
氏
ノ
御
事
也

二
燕
搾
叩
吋
癖
醜
酎
寧
舞
い
葎
型
必
罰
“
か
癖
吋
抄
昨
縄
暴
誌
小
君
二
對
シ
テ
ノ
詞
也

は
い
ま
坐
に

末
を
〈
空
せ
ミ
ノ

ら
バ
ミ
な
此

入
の
ま
き
の
餘
り

れ
て
も
な
ら
は
ぬ
を
こ
よ
ひ
な
む
は
し
め
て

三
大
源
氏
の
好
色
ヲ
自
称
也
昌
叱
自
称
テ
ハ
ナ
イ
と
讃
如
何

三
光
院
自
称
也

う
し
と
世
を
お
も
ひ
し
り
ぬ
れ
。
は
は
わ
か
し
く
て

ぽ

と
お
ぼ
し

同
源
氏
の
御
心
也

や
あ
は
れ
也
あ
な
か
ち
に
か
‐
き
わ
ら
ひ
た
と
り

、
ぃ
セ
イ

人
間
あ
し
ぎ
也
真
実
真
成
ニ
ノ
儀
也

よ
ら
ん
も
人
わ
る
か
る
入
く
ま
め
や
か
に
め
さ
ま
し

る

三
大ま
へ
例
（
れ
い

纒
欽
可
審

へ
の
や
う
に
も
な
い
と
也
小
君
の
事
也

の
や
う
に
も
・
の
給
ひ
ま
つ
は
さ
す

い
に
も
ツ
ハ
系

給
は
ん
事
も
如
何
と
お
・
ほ
し
め
し
て
い
つ
も
の
や
う

上

に
も
結
句
な
う
て
明
し
給
也

わ
る
か
る
へ
／
、
ま
め
や
か
に
あ
か
し
つ
入

上

三
大
ま
つ
は
す
ハ
繕
也
間
書

た
と
り
よ
り

叉
小
君
に

⑳⑳ ⑳⑲ ⑱⑳ ⑰ ⑯ ⑮
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｜
品
さ
た
め
な
ど
の
こ
と
は
り
に
て

ふ
か
く
思
ひ
い
た
は
る
心
な
る
へ
し
一

『
ら
う
た
ノ
、
お
ほ
す

す
ぐ
承
過
た
る
故
に
い
ろ
へ
て

書
る
な
り
と
云
・
ミ

一
フ
上
ソ

労
〈
一
段
懇
ナ
ル
事
也
労
タ
シ
ハ
讃
ツ
ケ
也
・
文
王
労
テ
問
う
大
公
望
一
一
間
ハ
レ
タ
ル
事
ナ
リ
辛
労
ノ
心
ト
思
テ
ハ
逮
也

（
ネ
孝
一
ラ
ス
、
ｌ
）
ウ

此
物
語
ノ
作
様
前
ノ
事
弥
後
ニ
ハ
済
ミ
ス
ル
也
空
蝉
ノ
髪
ノ
ョ
カ
ラ
ヌ
事
〈
前
二
不
し
見
干
モ
髪
ニ
テ
被
し
知
タ
ル
ナ
リ
小
君
ハ
イ
マ
汐
児
程
ナ
ル
’
一
髪
ノ
似
タ
ル
ト
ァ
ル
ニ
テ
閲’し

被
し
知
タ
ル
ナ
Ⅲ

三
大小
君
也な
象
光
を
さ
へ
こ
、
ほ
し
て
ふ
し
た
り

、

聞
書
ね
ら
れ
給
は
ぬ
と
あ
る
も
中
川
の
宿
に
て
の
事
な
る
へ
し

、

同
花
説
箒
木
の
巻
の
終
の
詞
に
つ
生
け
て
か
け
る
也
わ
れ
は
か
く
人
に
入

く
ま
れ
て
も
な
ら
は
い
を
と
ハ
う
つ
せ
ミ
の
や
う
な
る
人
に

く
い
ま
た
逢
給
は
ぬ
と
也
こ
れ
に
て
源
氏
の
君
の
好
色
見
え
た
る

也
源
氏
の
御
や
う
躰
を
ミ
て
小
君
か
涙
を
こ
‐
ほ
し
た
る
ナ
リ

源
氏
ノ
御
心
也
小
君
か
事
也
幼
人
ナ
レ
共
お
と
な
し
き
と
也
源
氏
ノ
御
そ
は
ニ
ね
さ
せ
ら
れ
て
也

一
い
と
ら
う
し
た
と
お
ほ
す
て
さ
ソ
、
り
の
ほ
そ
く

な
か
ら
ふ
ま
し
う
こ
そ
思
ひ
成
ぬ
れ
な
と
の
給
へ
は

空
せ
ミ
に
能
似
タ
ル
ト
也
三
大
小
君
の
あ
り
さ
ま
空
せ
ミ
の
手
さ
ぐ
り
に
似
か
よ
ひ
た
る
と
也

の
さ
ま
に
か
よ
ひ
た
る
も
お
も
ひ
な
し
に
や
あ
は
れ

ち
い
さ
き
ほ
と
か
糸
の
い
と
な
か
、
《
ら
き
り
し
け
は
ひ

‐
‐
‐
テ
ｉ
ｉ
・
・
、

、
我
ハ
カ
ク
人
｝
三
ク
マ
レ
モ
ナ
ラ
ハ
ヌ
ヲ
ト
有
詞
髪
ノ
小
君
弥
泪
ヲ
サ
ヘ
コ
泳
シ
テ
ノ
詞
ニ
テ
源
氏
ノ
自
称
一
一
テ
ナ
キ
事
卜
聞
えＩ
タ

⑳⑳⑳⑳⑳⑳＆ ⑳⑪⑫⑬
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桂
宮
本
（
九
十
一
丁
ウ
）

、
、

小
君
也
我
ハ
ヵ
ク
人
一
三
ク
マ
レ
モ
ナ
ラ
ハ
ヌ
ヲ
ト
有
詞
髪
ノ
小
君
弥
泪
ヲ
サ
ヘ
コ
難
シ
テ
ノ
詞
一
一
テ
源
氏
ノ
自
禰
一
一
テ
ナ
キ
事

な
朶
光
を
さ
へ
こ
‐
ほ
し
て
ふ
し
た
り
聞
え
ダ
ル
也

セ
イ

人
間
あ
し
き
也
真
実
真
成
ニ
ノ
儀
也

ろ
か
る
霧
へ
く
ま
め
や
か
に
め
さ
ま
し
と
お
ぽ
し
あ
か
し
つ
上

三
大
ま
へ
の
や
う
に
も
な
い
と
也
小
君
の
事
也

マ
ト
フ

レ
イ
纒
ノ
字
也

例
の
や
う
に
も
の
給
ひ
ま
つ
は
さ
す

よ
り

開
書
又
小
君
に
た
と
り
・
給
〈
ん
事
も
如
何
と
思
召
て
い
つ
も
の
様
に
も
結

句
な
う
て
涙
し
給
也

源
氏
の
御
事
也

一
ね
ら
れ
給
は
い
ま
上
に
わ
れ
は
か
く
人
に
に
く
ま
れ

源
氏
ノ
自
稲
二
非
〆
小
君
二
對
シ
テ
ノ
詞
也

く

な
か
ら
ふ
ま
し
う
こ
そ
思
ひ
成
ぬ
れ
な
と
の
給
へ
、
は

う

し
と
世
を
お
も
ひ
し
り
ぬ
れ
、
は
は
つ
か
し
く
て

て
も
な
ら
は
ぬ
を
こ
よ
ひ
な
む
は
し
め
て
弓

也
あ
な
か
ち
に
か
、
一
わ
ら
ひ
た
と
り
よ
ら
ん
も
人
わ

同
源
氏
ノ
御
心
也
厩
や
』
う
に

れ
な
き
を
し
ゐ
て
し
た
ら
む
も
い
か
‐
１
に
て
真
実
め
さ
ま
し
く
つ

つ
し
と
お
ほ
す
也
一

⑱⑰⑯ ⑮ ⑭

－66－



三十七常磐松文庫ﾙk「源氏物語覚勝院抄』写二四III

源
氏
ノ
御
心
也
小
君
か
事
也
幼
人
ナ
レ
共
お
と
な
し
き
と
也
源
氏
ノ
御
そ
は
一
一
ね
さ
せ
ら
れ
て
也

一
い
と
ら
う
た
し
と
お
》
ほ
す
て
さ
ぐ
り
の
ほ
そ
く
ち

ラ
ウ
タ
シ

労
二
段
懇
ナ
ル
事
也
労
タ
シ
ハ
漬
ツ
ケ
也
文
王
労
テ
問
う
太
公
望
二
間
ハ
レ
タ
ル
事
也
辛
労
ノ
心
卜
思
テ
ハ
遠
也

、
不
奎
↓
ラ
フ

ス
ミ
レ

此
物
語
ノ
作
様
前
ノ
事
弥
後
二
〈
済
ニ
ス
ル
也
空
セ
、
、
、
ノ
髪
ノ
ョ
ヵ
ラ
ヌ
事
〈
前
二
不
し
見
斗
モ
髪
ニ
テ
被
し
知
ダ
ル
也
小
君
ハ
ィ
マ
友
児
程
ナ
ル
ニ
髪
ノ
」
（
皿
ウ
）

似
タ
ル
ト
ア
ル
’
一
テ
被
防
知
ダ
ル
也

い
さ
き
ほ
と
か
み
の
い
と
な
か
里
ら
き
り
し
け
は
ひ

同
花間
説書

セ
イ

人
間
あ
し
き
也
真
実
真
成
ニ
ノ
儀
也

ろ
か
る
．
へ
で
、
ま
め
や
か
に
め
さ
ま
し
と
お
・
ほ
し
あ
か
し

同
源
氏
ノ
御
心
也

也
あ
な
か
ち
に
か
上
わ
ら
ひ
た
と
り
よ
ら
ん
も
人
わ

空
セ
ミ
に
能
似
タ
ル
ト
也

の
さ
ま
に
か
よ
ひ
た
る
も
お
も
ひ
な
し
に
や
あ
は
れ

つ
、
一
例
の
や
う
に
も
の
給
ひ
ま
つ
は
さ
す

、ね
ら
れ
給
は
ぬ
と
あ
る
も
中
川
の
宿
に
て
の
事
成
ゞ
へ
し
箒
木

、

の
巻
の
終
の
詞
に
つ
退
け
て
か
け
る
也
わ
れ
は
か
く
人
に
に
く

ま
れ
て
も
な
ら
は
ぬ
を
と
く
空
せ
ミ
の
や
う
な
る
人
に
く
い
ま

た
逢
給
は
ぬ
と
也
こ
れ
に
て
源
氏
の
君
の
好
色
見
え
た
る

也
源
氏
の
御
や
う
躰
を
見
て
小
君
か
涙
を
こ
ぼ
し
た
る
な
り

ハー

－bイー



し
か
し
そ
の
一
方
で
、
常
磐
松
本
は
⑳
左
⑫
左
⑳
右
⑬
右
⑯
右
の
六
ヶ
所
の
行
間
注
に
於
い
て
、
穂
久
邇
文
庫
本
の
〈
三
大
書
入

れ
〉
と
同
じ
注
文
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
し
か
も
穗
久
邇
本
同
様
朱
筆
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
第
二
群
の
桂
宮
本
に
は
全
く
采
ら
れ
な
い
注
で
あ
る

か
ら
、
常
磐
松
文
庫
本
の
「
空
蝉
」
に
、
何
が
し
か
の
形
で
第
一
群
の
本
文
が
投
影
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

尤
も
、
常
磐
松
本
に
、
穂
久
邇
文
庫
本
の
〈
三
大
言
入
れ
〉
の
全
て
が
投
影
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
③
「
う
」
④
「
な
り
」
「
な
な
ソ
」
⑤
「
△
」
⑥
「
也
」
⑦
「
い
た
」
⑨
⑩
⑪
の
見
消
ち
（
と
い
う
よ
り
も
墨
ベ
タ
に
よ
る
本
文
の
塗

消
と
で
も
い
う
べ
き
か
）
⑫
の
抹
消
線
⑱
「
三
大
ま
っ
は
す
〈
纒
也
」
⑲
の
本
文
塗
消
等
、
以
上
十
二
に
及
ぶ
〈
三
大
書
入
れ
〉
は
、
常
磐

松
本
に
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
記
さ
れ
な
か
っ
た
十
二
例
中
、
実
に
十
例
ま
で
が
、
訂
正
を
扱
っ
た
箇
所
で
あ
る
。
す
る
と
、
ど
う

や
ら
常
磐
松
本
は
、
〈
三
大
書
入
れ
〉
に
よ
っ
て
新
し
く
付
加
さ
れ
た
行
間
注
を
継
承
し
つ
つ
も
、
〈
三
大
書
入
れ
〉
に
よ
る
本
文
訂
正
の
方

は
、
多
く
こ
れ
を
継
承
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

更
に
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
物
語
本
文
「
わ
れ
は
か
く
人
に
上
く
ま
れ
て
も
…
…
」
の
「
わ
れ
」
に
対
す
る
注
で
あ
る
。
穗
久
邇
本
①
の

と
は
共
に
一
よ
り
」
が
椛
入
託
号
を
付
、

密
度
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

常
磐
松
本
は
、
穂
久
邇
本
が
⑨
⑩
⑫
⑬
⑭
の
上
柵
余
白
等
に
分
散
さ
せ
て
記
し
て
あ
っ
た
注
を
、
⑪
の
左
注
に
お
ろ
し
、
こ
こ
で
一
括
し
て

ま
と
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
桂
宮
本
も
同
様
で
あ
る
。
叉
穗
久
邇
本
が
物
語
本
文
の
あ
と
に
そ
の
ま
ま
続
け
て
記
し
た
聞
害
注
文
（
⑱

～
⑳
）
を
、
⑰
で
改
行
し
て
記
し
て
い
る
。
こ
れ
も
桂
宮
本
と
同
じ
体
裁
で
あ
る
。
更
に
そ
の
⑰
の
注
文
に
お
い
て
も
、
常
磐
松
本
と
桂
宮
本

と
は
共
に
「
よ
り
」
が
補
入
記
号
を
付
し
て
傍
害
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
、
常
磐
松
本
と
桂
宮
本
と
は
か
な
り
強
い
親

よ
り

間
害
又
小
君
に
た
ど
り
・
給
〈
ん
事
も
如
何
卜
思
召
て
い
つ
も
の
様
に
も
結
句

な
う
て
明
し
給
也
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傍
注
「
源
氏
自
稻
一
一
非
ス
小
君
二
對
シ
テ
ノ
給
詞
也
」
は
、
〈
三
大
書
入
れ
〉
に
よ
っ
て
「
三
大
源
氏
の
好
色
ヲ
自
稻
一
一
云
給
也
昌
叱
〈
自

稻
デ
ハ
ナ
イ
ト
読
如
何
三
光
院
自
稻
也
」
と
訂
正
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
常
磐
松
本
は
、
訂
正
以
前
の
傍
注
を
そ
の
ま
ま
残
し
（
⑳
）
、
そ
の
一
方

で
訂
正
に
よ
っ
て
出
来
た
注
文
も
書
き
加
え
て
い
る
（
⑳
）
。
だ
が
余
白
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
訂
正
以
後
の
注
文
の
方
は
、
問
題
と

な
っ
て
い
る
物
語
本
文
「
わ
れ
は
か
く
…
…
」
の
次
の
行
「
こ
よ
ひ
な
む
は
じ
め
て
」
の
左
行
間
に
記
入
し
た
。
だ
が
引
込
み
線
等
を
用
い
て
物

語
本
文
「
わ
れ
」
と
こ
の
訂
正
注
と
を
結
ぶ
工
夫
を
施
さ
な
か
っ
た
た
め
、
一
見
す
る
と
こ
の
訂
正
注
は
、
ま
る
で
物
語
本
文
「
こ
ょ
ひ
な
む

…
．
：
」
に
対
す
る
も
の
の
如
き
印
象
さ
え
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

同
様
の
例
は
⑭
に
も
あ
る
。
穗
久
邇
本
に
よ
れ
ば
、
「
空
せ
ミ
に
よ
く
似
た
る
と
也
」
の
傍
注
は
〈
三
大
書
入
れ
〉
に
よ
っ
て
全
文
抹
消
さ

れ
、
代
り
に
「
三
大
小
君
の
あ
り
さ
ま
う
つ
蝉
の
手
さ
く
り
に
よ
う
似
か
よ
ひ
た
る
と
也
」
と
い
う
注
文
が
記
さ
れ
て
あ
る
の
だ
が
、
常
磐

松
本
は
訂
正
以
前
の
注
も
訂
正
に
よ
る
注
も
、
二
つ
な
が
ら
に
併
記
し
て
い
る
（
⑬
）
。
但
し
こ
ち
ら
の
方
は
、
行
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
た
め

に
、
不
自
然
な
位
置
に
無
理
矢
理
書
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ゑ
て
く
る
な
ら
ば
、
常
磐
松
本
「
空
蝉
」
は
、
〈
三
大
書
入
れ
〉
の
入
っ
た
第
一
群
本
を
害
本
と
し
た
の
で
は
な
く
、
桂
宮
本

の
如
き
第
二
群
本
を
書
本
と
し
、
そ
の
上
で
第
一
群
本
と
こ
れ
を
対
校
。
書
本
に
な
か
っ
た
注
な
ど
を
適
宜
取
捨
選
択
し
な
が
ら
朱
筆
で
書
き

加
え
て
い
っ
た
か
と
も
推
測
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〈
夕
顔
〉

次
に
「
夕
顔
」
を
マ

穗
久
邇
本
（
二
丁
オ
） を
み
て
ゑ
よ
う
。

先
ず
冒
頭
の
、
巻
名
及
び
巻
頭
注
の
く
だ
り
。

、

．
“
夕
顔
二
並
也
竪
ノ
並
也
遙
稻
名
院
講
尺
ノ
聞
書

，
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常
磐
松
文
庫
本
（
二
丁
オ
）

常
磐
松
本
は
⑥
「
三
大
」
⑦
「
當
流
列
傳
也
」
の
二
ヶ
所
で
、
穗
久
邇
本
〈
三
大
書
入
れ
〉
と
同
じ
本
文
を
記
し
て
い
る
。
桂
宮
本
に
は
全
く

ゑ
ら
れ
な
か
っ
た
本
文
で
、
し
か
も
常
磐
松
本
で
は
わ
ざ
わ
ざ
朱
筆
で
記
し
て
あ
る
。
従
っ
て
「
夕
顔
」
に
於
い
て
も
、
常
磐
松
本
に
は
第
一

群
本
の
本
文
が
投
影
し
て
い
る
ら
し
い
と
の
見
通
し
は
つ
く
。
だ
が
同
じ
く
三
大
書
入
れ
〉
で
あ
り
な
が
ら
、
穂
久
邇
本
④
行
目
の
注
が
常
磐
松

本
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
穂
久
邇
文
庫
本
が
こ
の
書
入
れ
に
墨
で
抹
消
線
を
引
い
た
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
。
（
同
本
に
〈
三
大
書
入
れ
〉

以
後
も
種
々
の
書
入
れ
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
但
し
こ
の
場
合
は
、
朱
か
ら
墨
へ
と
筆
を
換
え
た
く
三
大
書
入
れ
〉
者
自
ら
の
訂
正

と
糸
る
・
）
だ
が
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

穂
久
邇
文
庫
本
（
四
丁
ウ
）

・
函
夕
顔
二
並
也
竪
ノ
並
也
遙
称
名
院
識
尺
ノ
聞
害

三
大
此
巻
〈
歌
と
詞
を
も
て
為
二
巻
ノ
名
一
源
氏
十
六
才
の

夏
よ
り
十
月
ま
て
の
事
見
え
た
り
當
流
列
傳
也

、此
巻
は
歌
と
詞
を
も
て
為
一
一
巻
ノ
名
一
源
氏
十
六

歳
の
夏
よ
り
十
月
ま
そ
の
事
象
え
た
り
巻
蛎
傳
也

三
大源

氏
ノ
御
詞
也

、
皇
を
ち
か
た
人
に
物
申
す
と
ひ
と
り
と
ち
給

年
の
事
史
記
の
本
記
の
外
一
一
列
傳
を
立
た
同
し
い
と
也

三

大大

① ⑦⑥⑤ ③②④
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常
磐
松
文
庫
本
（
四
丁
ウ
）

古
今
一
只

梅
ノ
事
ヲ

云
リ
ソ
レ
ヲ
引
違

ダ
ル
也
タ
也

三
大
続
古
今
小
侍
徒
か
嵜

咲
に
け
り
遠
か
た
人
二
こ
と

と
ひ
て
名
を
し
り

そ
め
し
夕
顔
の
花

こ
典
の
心
を
と
り
用
た
也

同
随
身
ノ
詞
也
奇
特
ノ
返
答
ヲ
申
ダ
ル
也

三
説
河
ノ
説
卜
〈
達
也
む
つ
い
ゐ
て
か
の
し
ろ
く
さ
け
る
を
な
ん
夕
か
ほ
と
申

、
、遠
方
人
一
一
物
申
〈
源
氏
ノ
御
心
一
ス
ス
キ
影
ノ
女
ノ
事
一
一
ノ
給
也
白
キ
ヲ
思
給
テ
ノ
給
一
ス
ア
ラ
ザ
ル
也
便
モ
労
ナ
ト
思
召
テ
ノ
給
事
也

/~三未

濱
ト
モ
同
随
身
ノ
詞
也
奇
特
ノ
返
答
ヲ
申
ダ
ル
也

説
河
ノ
説
ト
ハ
違
也
を
糸
す
い
し
ん
つ
い
ゐ
て
か
の
し
ろ
く
さ
け
る
を

い
れ
て

、
ト
ハ
事
二
よ
そ
へ
て
也
デ
け
Ｈ
１
タ
ョ
リ
て

遠
方
人
一
一
申
ト
源
氏
ノ
御
心
一
ス
ス
キ
影
ノ
女
ノ
事
の
給
也
白
キ
ヲ
思
給
テ
ノ
給
一
只
非
サ
ル
也
使
モ
ガ
ナ
ト
思
■
■
ノ
給
事
也

一
を
ち
か
た
入
に
物
申
す
と
ひ
と
り
と
ち
給
を
承
す
い
Ｌ

古
今
、

引
歌
打
渡
す
遠
方
人
に
物
申
す
垣
我
そ
の
そ
こ
に
し
ろ
く
さ
け
る
ハ
何
の

＼
花
そ
も

河
云
／
此
本
吾
〈
梅
ノ
花
也
さ
れ
を
も
し
ろ
く
さ
け
る
〈
と
云
に

イ
つ
ゐ
て
今
ハ
タ
貝
の
花
に
お
も
ひ
よ
そ
へ
ら
れ
た
也
云
ミ

、
、

花
云
ｌ
源
氏
の
遠
方
人
に
物
申
す
と
口
ず
さ
み
給
ハ
何
の

花
ぞ
と
問
給
心
也
さ
て
御
随
身
夕
貝
と
〈
答
へ
た
て
ま
つ
る
也

源
氏
ノ
御
詞
也

、 な
ん
夕
か
ほ
と
申
は
嘩
へ
る
随
人
ノ
心
一
只
白
聿
亨
尋
給
ト
心
得
ダ
ル
也

廷
匠
曇
か
ほ
を
ハ
さ
ふ
ら
ひ
以
上
の
家
に
ハ
う
へ
ぬ
物
也

は
、
へ
る
随
身
ノ
心
一
只
白
ヲ
尋
給
卜
心
得
ダ
ル
也
一

咲
に
け
り
遠
方
人
に
事
と
ひ
て
名
を
し
り
そ
め
く
夕
貝
の
花
新
続
古
前
右
衛
門
督
さ
き
て
こ
そ

賤
か
垣
ね
の
か
す
な
ら
ぬ
名
も
あ
ら
は
な
れ
夕
か
ほ
の
花
一

咲
に
け
り
遠
方
人
に
事
と
ひ
て
名
を
し
り
そ
め
く
夕
貝
の
花

源
ノ
ロ
ス
サ
ミ
ノ
給
フ
也

源
氏
當
官
中
将
也
価
小

随
身
た
る
へ
き
飲

．
上
ノ
心
ヲ
ト
リ
テ
続
古
今
小
侍
従
力
等

3 ②3④③⑦⑥
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一
見
し
て
明
ら
か
な
如
く
、
常
磐
松
本
に
は
穂
久
邇
本
の
〈
三
大
書
入
れ
〉
が
全
く
投
影
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
く
だ
り
、
実
線
で
囲
吾
だ

後
代
書
入
れ
の
部
分
を
省
け
ば
、
常
磐
松
本
は
桂
宮
本
と
一
致
す
る
。
「
夕
顔
」
に
お
け
る
穗
久
邇
本
の
〈
三
大
書
入
れ
〉
は
、
も
と
の
本
文

が
解
読
不
能
な
ま
で
に
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
た
箇
所
も
少
な
く
は
な
い
の
だ
が
、
常
磐
松
本
は
、
か
か
る
注
文
を
承
け
る
こ
と
な
く
、
第

二
群
と
同
じ
本
文
で
あ
る
場
合
の
方
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
但
し
な
か
に
は
極
く
稀
に
だ
が
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

穂
久
邇
文
庫
本
（
二
十
丁
ゥ
）
｜
｜
天

其
時
の
躰
也
、
あ
な
か
ち
忍
給
ハ
ね
共
明
ぬ
と
そ
Ｌ
の
か
し
た
て

一
霧
の
い
と
ふ
か
き
あ
し
た
い
た
う
そ
黒
の
か
さ
ら
れ
て
お
き
給

さ
ま
也

古
今
一
天
梅
花

の
事
を
云
り
、
ソ
レ

ヲ
引
逮
ダ
ル
也

古
今
、

引
寄
打
渡
す
遠
方
入
に
物
申
我
そ
の
そ
こ
に
し
ろ
く
さ
け
る
〈
何
の
花
そ
も

一
旬
割
引
制
一
、

河
云
此
本
吾
〈
梅
ノ
花
也
さ
れ
を
も
し
ろ
く
さ
け
る
〈
と
云
に
つ
き
て
今
は

夕
貝
ノ
花
に
お
も
ひ
よ
そ
へ
ら
れ
た
る
也
云
ミ

、
、

花
云
源
氏
ノ
遠
方
人
に
物
申
す
と
口
ず
さ
み
給
〈
何
の
花
そ
と
問
給
心
也

さ
て
御
随
身
夕
貝
と
〈
答
へ
た
て
ま
つ
る
な
り

う

れ
給
て
ね
ぶ
た
け
な
る
け
し
ぎ
に
打
歎
き
、
官
女
也

御
休
所
よ
り
源
氏
の
出
給
也
こ
れ
は
御
休
所
の
女
房
也

’
’
１
１
１
１

つ
Ａ
い
ぞ
給
を
中
将
の
お
も
と
桑
か
う
し
一
ま

③ ② ①
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三
大
う
す
も
の
坐
も
あ
き
や
か
に
ひ
き
ゆ
ひ
た
る
こ
し

紫
苑色
と
は
お
も
て
〈
蘇
方
う
ら
く
萌
黄
也

源
氏
也

つ
ぎ
さ
は
や
か
に
な
ま
め
ぎ
た
り
見
か
へ
り

三
大

同
中
将
の
衣
装
也
、
差
一
一
テ
句
ヲ
切
テ
可
請
也

三
大
と
も
に
ま
い
る
し
を
ん
色
の
。
お
り
に
あ
ひ
た
る

弄
云
う
す

世
の
常
一
天
紫
苑
色
の
裳
と
心
え
た
る
欽
僻
事
也
紫
苑
色
の
き
ぬ
に
・
物
の
裳
也

、君

そ
ひ
な
し
廊
の
か
た
へ
お
は
す
る
に
中
将
の
。
御

、
源
氏
の
御
様
躰
也

す
ぎ
が
て
に
や
す
ら
ひ
給
へ
る
さ
ま
け
に
た

秋
ノ
躰
也

見
い
た
し
給
へ
り
前
栽
の
色
ｊ
、
ｌ
み
た
れ
た
る
を

三
大

、
、
、

、
御
休
所
也

御
木
丁
ひ
き
や
り
た
れ
ほ
御
く
し
も
た
げ
て 也申

也

源
氏
の
御
帰
を
御
息
所
へ
御
覧
し
を
く
れ
と
お
ほ
し
く
て
也

／
覚
Ｌ
く
て
也

あ
け
て
象
た
て
ま
つ
り
を
く
り
給
へ
と
お
臆
し
く

⑪ ⑨⑩ ⑧ ⑦ ⑤⑥ ④
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常
磐
松
文
庫
本
（
十
九
丁
オ
ー
ウ
）
三
大
あ
な
か
ち
忍
ひ
給
ハ
ね
と
も
明
ぬ
と
そ
典
の
か
し
た
て

其
時
ノ
躰
也
ら
れ
て
お
き
給
さ
ま
也

一
霧
の
い
と
ふ
か
き
あ
し
た
い
た
う
そ
型
の
か
さ
れ

打
欺
つ
入

源
の
い
た
く
そ
上
の
か
さ
れ
て
起

た
る
躰
又
〈
絶
ま
か
ち

な
る
間
御
息
所
の
打
と
け

給
ハ
ぬ
を
源
の
打
な
げ
き

て
出
給
成
へ
し

三
大
也
ミ
給
へ

、
御
息
所
を
を
か
れ
て
又
心
を
う
つ
さ
れ
う
ず
る
事
ハ
つ
Ｌ
め
と
も
と
云
心
也

一
給
て
す
み
の
ま
の
か
う
ら
ん
に
Ｌ
は
し
ひ
き
す
ヘ

カ
レ

源
氏、咲
花
に
う
つ
る
て
ふ
名
は
っ
坐
め
を
も
お
ら
て
過
う
き
け
さ
の

あ
さ
か
ほ

中
将
君
の
躰
也
、
中
将
の
か
ミ
也

給
へ
り
打
と
け
た
ら
ぬ
も
て
な
し
か
み
のさ
か
り

給
て
ね
み
た
げ
な
る
け
し
き
に
打
歎
き
つ
里

は
め
さ
ま
し
う
も
と
見
給
ふ
源
氏
の
御
心
也

花
云

樫
〈
中
将
ノ
君
に
た
と
ふ
る
也
こ
れ
〈
あ
さ
か
ほ
に
女
を
た

セ

テ
ウ
ス
ヲ
ハ
せ
ア
サ
カ
ホ
ノ

と
へ
た
る
也
毛
詩
二
有
も
女
同
し
車
｝
顔
如
二
謙
花
一
云
々

隆

心
ハ
官
女
の
中
将
の
君
一
一
心
ヲ
う
っ
さ
る
出
事
ハ
あ
る
ま
い
事
司
到
刎
對
と
忍
（
る
れ
共

お
ら
で

ハ
過
う
き

の
心
也

⑱⑰⑯ ⑭ ⑬⑮ ⑫⑳ ⑲
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一
御
木
丁
を
少
引
の
け
た
る
也

｜
鱸
ヤ
ヵ
ー
蕊
ヤ
ヵ
’

同
中
将
ノ
衣
装
也

弄
云
ま
い
る
し
を
ん
色
の

世
ノ
常
一
只
紫
苑
色
ノ
裳
卜
心
得
点

御
休
所
ヨ
リ
源
氏
ノ
出
給
也
こ
れ
〈
御
休
所
ノ
女
房
也

い
て
給
を
中
将
の
お
も
と
み
か
う
し
一
ま
あ
け
て

中
将
の
心
つ
か
ひ
面
白
し
一
御
休
所
也

丁
ひ
き
や
り
た
れ
は
御
く
し
も
た
け
て
み
い
た

の
‐
基
裳
あ
き
や
か
に
ひ
ぎ
ゆ
ひ
た
る
こ
し
つ

一
学
落
ヵ
汽
隷
寿
窄
障
華
一
源
氏
也

き
さ
は
や
か
に
な
ま
め
き
た
り
見
か
へ
り
給
て

｛
君

廊
の
か
た
へ
お
は
す
る
に
中
将
の
ｏ
御
と
も
に

三
大

｜
開
聞
過
也
源
氏
ノ
御
様
躰
也

す
き
か
て
に
や
す
ら
ひ
給
へ
る
さ
ま
け
に
た
そ
ひ
な
し

し
く

源
氏
ノ
御
帰
を
御
休
所
へ
御
覧
じ
を
く
れ
と
お
ほ
え
て
也

上

み
た
て
ま
つ
り
を
く
り
給
へ
と
お
、
ほ
し
く
御
木

秋
の
躰
也

し
給
へ
り
前
栽
の
色
ノ
ノ
、
、
柔
光
れ
た
る
を

、

〈
紫
苑
色
ノ
裳
卜
心
得
ダ
ル
欽
僻
事
也
紫
苑
色
ノ
衣
に
う
す
物
の
裳
也
紫
苑
色
ト
ハ
お
も
て
〈
蘇
方
う
ら
く
萌
黄
也

髪
に
て
句
ヲ
切
テ
可
請
也

、
‐
ノ
／

○
お
り
に
あ
ひ
た
る
○
う
す
恥

⑳ ⑳ お ⑳⑳ ② ⑳⑳ ⑫
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常
磐
松
本
は
、
〈
三
大
書
入
れ
〉
を
継
承
し
て
い
る
ら
し
い
の
だ
が
、
注
意
し
た
い
の
は
、
先
の
「
空
蝉
」
や
「
夕
顔
」
巻
頭
の
時
と
は
異

な
り
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
そ
れ
が
墨
筆
で
記
さ
れ
て
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

例
え
ば
⑲
行
目
右
下
の
傍
注
⑰
右
下
傍
注
⑬
右
傍
注
な
ど
は
、
各
々
「
三
大
」
或
い
は
「
隆
」
と
い
っ
た
肩
付
を
も
ち
、
穗
久
邇
本
①
⑨
⑱

の
注
と
も
呼
応
す
る
こ
と
か
ら
、
第
一
群
〈
三
大
書
入
れ
〉
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
の
だ
が
、
朱
筆
な
ら
ぬ
薄
墨
で
記
さ
れ
て
い
る
。
常
磐
松

本
の
こ
の
薄
墨
は
、
本
行
と
は
別
筆
。
む
し
ろ
後
代
書
入
れ
の
筆
跡
と
一
部
似
通
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
同
筆
と
ま
で
は
断
定
で
き
な
い
。

と
も
あ
れ
、
常
磐
松
本
の
〈
三
大
書
入
れ
〉
部
分
は
該
害
の
書
写
が
成
っ
た
後
に
、
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
加
え
ら
れ

た
く
三
大
書
入
れ
〉
と
し
て
は
、
先
ず
⑲
⑳
⑬
の
三
例
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
更
に
⑳
右
の
注
文
に
対
す
る
訂
正
「
し
く
」
⑳
物
語
本
文
に
対
す

隆

源
氏
、
心
ハ
官
女
の
中
将
の
君
に
心
を
う
つ
さ
る
Ｌ
事
ハ
あ
る
ま
い
事
と
忍
ば
る
れ
と
も
お
ら
て
ハ
過
う
き
の
心
也

咲
花
に
う
つ
る
て
ふ
名
は
つ
上
め
と
も
お
ら
て
過
う
ぎ
け
さ
の
橦

花
云
橦
〈
中
将
ノ
君
に
た
と
ふ
る
也
是
〈
橦
に
女
を
た
と
へ
た
る
也
毛
詩
ニ

シ
ア
サ
カ
ホ
ノ
ノ

有
も
女
同
し
車
一
顔
如
二
舞
花
一
云
ミ

｜
受
一
一
テ
ハ
ホ
メ
タ
ル
心
也
一

ほ
め
さ
ま
し
う
も
と
見
給
ふ
源
氏
ノ
御
心
也

中
将
君
ノ
躰
也
阿
旧
剛
阿
也

ま
へ
り
打
と
け
た
ら
ぬ
も
ひ
な
し
か
象
の
さ
が
り

す
み
の
ま
の
か
う
ら
ん
に
し
。
は
し
ひ
き
す
へ
た

御
休
所
ヲ
‐
《
キ
テ
又
中
将
君
へ
心
ヲ
ウ
ッ
ス
ト
云
名
ハ
ツ
、
メ
ト
モ
ト
云
心
也

凸
■
Ｉ
、
｜
勝
ノ
タ
ハ
ム
レ
也

⑮⑭ ⑬ ⑪⑫ ⑳
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以
上
、
〈
三
大
言
入
れ
〉
の
入
っ
た
常
磐
松
本
の
「
空
蝉
」
「
夕
顔
」
に
つ
い
て
、
本
文
の
一
端
を
分
析
し
て
み
た
。
ほ
ん
の
数
例
を
扱
っ
た

に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
を
み
て
も
、
常
磐
松
本
に
は
、
〈
三
大
書
入
れ
〉
の
入
っ
て
い
る
が
故
に
第
一
群
の
本
文
で
あ
る
、
と
い
っ
た
単
純

な
論
理
で
は
処
理
し
切
れ
な
い
問
題
の
内
在
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
両
巻
と
も
に
、
〈
三
大
書
入
れ
〉
は
、
両
巻
の
書
写
が
成
立

し
た
の
ち
、
部
分
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
そ
の
引
用
の
仕
方
も
か
な
り
変
則
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
両
巻
は
、

第
二
群
の
本
文
を
尋
ヘ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
更
に
第
一
群
の
〈
三
大
書
入
れ
〉
を
部
分
的
に
投
影
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
し
て
位
置
付
け
て
お
く

こ
と
に
す
る
。

る
訂
正
「
君
」
の
二
例
な
ど
も
、
こ
れ
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

猶
、
⑬
左
注
の
「
御
休
所
ヲ
上
キ
テ
又
中
将
へ
心
ヲ
ウ
ッ
ス
ト
云
名
ハ
ツ
上
メ
ト
モ
ト
云
心
也
」
で
あ
る
が
、
穗
久
邇
本
⑫
の
「
三
大
御

也
ミ
給
へ

息
所
を
を
か
れ
て
又
心
を
う
つ
さ
れ
う
ず
る
事
ハ
つ
上
め
と
も
と
云
心
也
」
と
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
常
磐
松
本
自
身
の
後
代
書
入
れ
と
判

カ
レ

断
し
た
。
⑬
に
は
「
三
大
」
の
肩
付
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
。
⑫
と
⑬
で
は
本
文
に
異
同
の
あ
る
こ
と
、
記
さ
れ
た
位
置
が
異
な
る
こ
と
、
即

ち
⑫
で
は
「
見
か
へ
り
給
て
」
に
傍
害
さ
れ
て
あ
る
た
め
、
こ
の
本
文
に
対
す
る
注
と
よ
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
⑬
は
源
氏
の
贈
歌
に
傍

害
さ
れ
て
い
る
（
文
意
か
ら
象
て
こ
の
注
文
は
「
咲
花
に
う
つ
る
て
ふ
名
は
つ
上
め
と
も
…
：
．
」
の
源
氏
贈
歌
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か

ら
、
記
さ
れ
た
位
置
は
常
磐
松
本
の
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
）
。
常
磐
松
本
の
後
代
書
入
れ
者
は
、
し
ば
し
ば
『
眠
江
入
楚
』
を
引
い
て
お
り
、

そ
こ
に
「
私
御
息
所
を
置
て
又
心
を
う
つ
す
事
を
は
つ
ふ
め
と
も
と
云
義
也
菱
同
之
」
の
注
が
み
え
る
こ
と
、
等
の
理
由
に
よ
る
。

〈
桐
壺
〉

「
空
蝉
」
「
夕
顔
」
は
先
の
如
く
把
え
る
と
し
て
、
で
は
も
と
も
と
〈
三
大
書
入
れ
〉
の
入
ら
な
い
巻
々
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら

ワワー
‘』



蔵
本
（
九
）

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
穂
久
迩
本
で
は
全
冊
に
わ
た
っ
て
〈
三
大
書
入
れ
〉
が
記
さ
れ
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
と
も
と
〈
三
大
書
入
れ
〉
の

入
っ
て
い
な
い
巻
の
場
合
、
常
磐
松
本
の
書
本
が
第
一
群
本
文
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
第
二
群
本
文
で
あ
っ
た
の
か
の
判
定
に
は
、
そ
れ

な
り
の
困
難
が
伴
う
。
判
定
の
基
準
を
〈
三
大
書
入
れ
〉
の
有
無
に
求
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
今
度
は
、
〈
三
大
書
入
れ
〉

の
入
る
以
前
に
流
れ
て
い
っ
た
本
文
と
、
入
っ
て
以
後
に
写
さ
れ
て
い
っ
た
本
文
と
、
各
を
の
伝
写
過
程
に
お
い
て
派
生
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ

う
異
文
と
い
う
も
の
に
判
定
の
基
準
を
求
め
ざ
る
を
得
ず
、
そ
こ
で
は
当
然
、
全
写
本
を
一
列
に
並
べ
て
の
詳
細
な
異
同
調
査
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
諸
本
の
親
疎
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
異
同
状
況
か
ら
ゑ
て
各
諸
本
は
こ
れ
を
い
く
つ
か
の
小
グ
ル

ー
プ
に
分
類
し
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
常
磐
松
本
は
一
体
ど
の
よ
う
な
動
き
を
桑
せ
て
い
る
の
か

ｌ
等
々
の
分
析
が
試
承
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

今
、
常
磐
松
本
全
冊
に
わ
た
っ
て
か
か
る
調
査
を
試
み
る
余
裕
は
な
い
。
次
善
に
つ
ぐ
次
善
の
策
と
し
て
、
本
稿
で
は
「
桐
壺
」
を
例
に
考

え
て
み
よ
う
と
思
う
。
冒
頭
の
一
○
丁
ば
か
り
の
中
か
ら
、
諸
本
の
際
立
っ
た
対
立
例
や
常
磐
松
本
「
桐
壷
」
の
性
格
を
示
唆
す
る
と
み
ら
れ

る
異
同
例
等
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、
各
々
に
つ
い
て
翻
字
し
解
析
を
試
象
る
こ
と
に
す
る
。

対
校
し
た
の
は
次
の
十
四
本
で
あ
る
。
（
）
内
に
本
稿
で
用
い
た
略
号
を
示
し
て
お
い
た
。

①
穂
久
邇
文
庫
蔵
本
（
穂
）
②
国
立
国
会
図
書
館
蔵
宝
永
二
年
奥
書
本
（
国
）
③
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
（
桂
）
④
東
京
大
学
国

語
研
究
室
蔵
本
（
東
）
⑤
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
静
）
⑥
学
習
院
大
学
蔵
三
条
西
旧
蔵
本
（
学
）
⑦
野
村
精
一
氏
架
蔵
本
（
野
）
⑧
実

践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
（
三
）
⑨
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
常
磐
松
文
庫
本
（
常
）
⑩
前
田
尊
経
閣
文
庫
本

（
尊
）
⑪
天
理
大
学
図
書
館
万
治
奥
書
本
（
万
）
⑫
同
、
青
熱
書
屋
旧
威
本
（
青
）
⑬
同
、
白
水
旧
蔵
本
（
白
）
⑭
同
、
九
条
家
旧

－78－



常磐松文庫蔵『源氏物語覚勝院抄』写二四冊三十七

①
桂
宮
本
見
返
し
に
は
次
の
付
菱
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

マ
マ

雪
山
童
子
卜
云
〈
阿
羅
二
仙
人
ノ
尺
尊
ヲ
タ
メ
シ
タ
ル
事
也
／
先
諸
行
無
常
是
生
滅
法
卜
云
偶
ヲ
授
テ
イ
カ
’
一
モ
此
千
丈
／
ノ
夜
刃
鬼
神

飢
テ
不
し
能
説
『
汝
ヵ
血
肉
ヲ
食
ソ
此
次
ノ
偶
／
ヲ
可
レ
説
ト
云
テ
鬼
神
ロ
ヲ
肌
テ
届
ダ
ル
所
へ
為
し
法
ノ
拾
二
全
身
一
／
被
二
飛
入
ダ
ル
事
也

其
後
尺
尊
全
身
川
モ
無
二
別
儀
一
生
／
滅
々
已
寂
滅
為
楽
卜
云
残
ノ
偶
ヲ
傳
へ
申
ダ
ル
事
也

諸
本
は
こ
の
付
菱
の
有
無
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
。

㈹
１
①
［
叫
一
州
睾
棒
凹
一
難
準
恥
一
癖
一
嶬
一
軸
一
嶢
｝
訓
・
九
．
青

こ
の
付
蕊
は
、
本
来
な
ら
ば
「
総
角
」
に
付
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
（
桂
・
常
）
は
「
総
角
」
に
も
こ
れ
と
同
じ
付
菱
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
し
、
（
東
・
三
・
青
）
な
ど
は
、
「
桐
壺
」
の
代
り
に
「
総
角
」
の
方
に
付
い
て
い
る
。
（
野
・
九
）
は
「
総
角
」
が
欠
本
と
な
っ
て
い

そ
こ
で
先
の
異
同
④
ｌ
①
に
戻
る
が
、
先
ず
（
穂
・
国
・
万
）
は
親
子
本
と
し
て
一
括
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
う
。
第
一
群
本
は
後

代
に
な
っ
て
加
え
ら
れ
た
例
の
〈
三
大
書
入
れ
〉
等
、
若
干
の
例
外
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
初
期
稿
本
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
よ
う
で
あ

る
。
従
っ
て
、
か
か
る
（
穂
・
国
・
万
）
と
同
じ
く
㈲
に
分
類
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
（
東
・
野
・
三
・
九
・
青
）
の
五
本
は
、
い
に
分
類
さ
れ
た

然
る
に
（
穗
・
国
・
万
）
、
の
第
一
群
三
本
の
場
合
、
こ
の
付
菱
は
い
ず
れ
の
巻
に
も
付
い
て
い
な
い
。

猶
、
こ
の
三
本
は
、
本
行
は
無
論
の
こ
と
、
改
行
の
仕
方
や
傍
注
・
頭
注
の
有
り
様
、
訂
正
や
引
込
線
の
ひ
き
方
に
到
る
ま
で
、
酷
似
し
て

い
る
。
こ
れ
は
『
覚
勝
院
抄
』
全
冊
に
わ
た
っ
て
ゑ
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
こ
と
が
、
平
成
三
年
夏
、
文
芸
資
料
研
究
所
が
私
学
財
団
の
助
成
を

得
て
行
な
っ
た
と
こ
ろ
の
研
究
テ
ー
マ
「
写
本
か
ら
版
本
へ
Ｉ
書
誌
の
文
明
史
的
考
察
ｌ
」
に
基
づ
く
共
同
調
査
の
際
に
確
認
さ
れ
て
い

い
る
し
、
（
東
ゞ

る
た
め
に
不
明
。

○
○

－79－



一
方
、
注
文
の
な
い
の
は
（
穂
・
国
・
万
）
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
第
一
群
の
三
本
だ
け
が
、
他
の
諸
本
と
対
立
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
本
例
な
ど
も
第
一
昨
本
文
の
独
自
な
特
色
と
し
て
、
注
意
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
想
像
に
す
ぎ
な
い
が
、
（
砿
）
に
は
も
と

も
と
こ
の
付
菱
が
あ
り
（
文
末
に
「
以
二
稻
名
院
自
筆
本
一
写
之
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
承
る
に
、
由
緒
あ
る
注
文
の
よ
う
で
あ
る
）
、
と
こ
ろ
が

付
隻
の
こ
と
と
て
、
こ
れ
が
ど
こ
か
に
紛
れ
て
し
ま
っ
た
。
紛
れ
る
以
前
に
写
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
紛
れ
た
後
に
写
さ
れ
た
も
の
が

諸
本
は
先
ず
こ
の
注
文
の
有
無
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
大
別
さ
れ
る
。

②
ｌ
①
、
叩
一
唾
垂
癌
幽
一
率
韮
癖
や
酔
一
罐
・
常
・
尊
・
青
・
白
・
東
・
野
・
三
・
九

注
文
の
あ
る
の
は
、
㈹
に
挙
げ
た
十
一
本
以
外
に
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
旧
蔵
中
山
本
等
現
写
本
も
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
の
う
ち
（
東
・

野
・
三
・
九
）
そ
れ
に
中
山
本
の
五
本
が
、
貼
紙
に
記
さ
れ
て
お
り
（
但
し
東
大
本
は
「
棡
壺
」
二
七
丁
表
に
貼
付
）
、
残
る
六
本
は
本
文
料
紙

野
．
三
・
九
）
そ
れ
に
中
山
一

に
直
接
言
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

②
桂
宮
本
一
丁
表
に
「
女
官
之
次
第
」
と
題
さ
れ
た
次
の
注
文
が
あ
る
。
（
波
線
①
等
稿
者
。
以
下
同
様
）

女
官
之
次
第
／
尚
侍
大
臣
女
近
代
断
絶
／
典
侍
公
卿
女
四
人
也
／
掌
侍
六
人
此
内
以
二
一
内
侍
一
為
勾
當
／
命
婦
溺
陰
陽
道
八
幡
別
當
等
女
也
／
下
臨
賀
茂

①
り
Ｊ
１
②
１
１

日
吉
社
司
等
女
也
／
得
選
三
人
配
膳
ナ
ト
ス
ル
人
也
／
釆
女
／
刀
自
内
侍
所
二
在
之
者
也
／
女
官
御
末
ノ
人
也
／
主
殿
司
／
女
蠕
／
以
二
孵
名
院
自
筆
本
一

（
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
白
）
な
ど
よ
り
は
、
第
一
群
に
近
い
本
文
か
と
い
う
見
通
し
を
付
け
ら
れ
る
や
も
し
れ
な
い
。
無
論
い
は
、
剥
離

散
逸
し
や
す
い
付
菱
の
例
で
あ
る
こ
と
ゆ
え
、
こ
れ
だ
け
を
以
て
か
く
断
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
見
通
し
は
見
通
し
と
し
て
、
以
後
、
注

意
し
て
眺
め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

宮
プ
今
一
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③
ｌ
③
で
㈹
に
分
類
さ
れ
た
（
桂
・
静
・
学
・
常
・
青
・
白
）
の
六
本
は
、
先
に
み
て
き
た
①
ｌ
①
②
ｌ
①
の
異
同
表
に
お
い
て
も
一
つ
に

ま
と
ま
っ
て
お
り
、
乱
れ
る
こ
と
ば
な
か
っ
た
。
こ
の
六
本
で
一
つ
の
小
集
団
を
形
成
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
就
中
⑨
ｌ
②
で
は
（
静

シ

・
学
・
白
）
が
同
じ
「
刀
自
」
の
訓
仮
名
を
お
い
て
い
る
。
六
本
の
中
で
も
特
に
親
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
六
本
が
集
団
化
し

て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
以
後
注
意
し
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

あ
っ
て
、
前
者
の
流
れ
を
く
む
も
の
は
い
、
後
者
は
㈲
と
分
類
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
傍
証
の
仕
様
の
な
い
推
測
だ
が
、
か
か
る
可
能

性
も
含
む
異
同
と
し
て
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。

す
る
と
①
ｌ
①
で
（
穂
・
国
・
万
）
に
一
致
し
た
（
束
・
野
・
三
・
九
）
だ
が
、
こ
こ
で
は
逆
に
対
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
は
い
う
も

の
の
、
こ
の
四
本
は
注
文
を
貼
紙
の
形
で
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
貼
紙
・
書
付
如
何
な
る
形
で
あ
れ
、
注
文
を
有
し
た
十
一
本
は
や

は
り
第
一
群
と
は
異
質
で
あ
り
、
し
か
も
十
一
本
中
、
貼
紙
を
も
っ
た
（
東
・
野
・
三
・
九
）
の
四
本
は
残
る
七
本
と
は
、
や
は
り
一
線
を
画

し
て
い
る
か
、
と
の
見
通
し
が
も
た
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

再
び
異
同
図
に
戻
る
。
㈹
の
十
一
本
は
、
貼
紙
・
書
付
い
ず
れ
の
形
に
せ
よ
、
と
も
か
く
㈲
の
注
文
を
有
す
る
こ
と
で
は
一
致
し
た
。
但
し

そ
の
注
文
に
は
二
ヶ
所
ほ
ど
本
文
に
異
同
が
あ
る
。
波
線
部
が
次
の
よ
う
に
分
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

ト
ジ

’
’
㈹
刀
自
：
…
・
桂
・
常
・
青
・
東
・
野
・
三
・
九

シ

(2)
｜
③

(2)

②
｜｜

ﾔリ（ﾛ）（ｲ）㈹（ロ
女女女刀工
蠕蠕濡自芒

東野桂尊甫

㈲
刀
自
…
…
静
・
学
・
白

野桂

三静

九学

尊常

＝!二

月

･

白
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③
穂
久
邇
本
に
よ
れ
ば
、
一
丁
表
は
白
紙
。
裏
に
総
論
的
諸
注
を
適
宜
抜
粋
し
た
か
の
如
き
注
文
が
記
さ
れ
、
二
丁
表
は
「
源
氏
物
語
間
害
」

の
内
題
、
「
桐
壺
」
の
巻
名
、
以
下
総
論
的
記
事
が
続
い
て
ゆ
く
。

さ
て
、
こ
の
一
丁
裏
の
注
文
は
、
二
丁
目
か
ら
の
本
行
と
は
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
本
行
が
成
っ
た
の
ち
に
前
遊
紙
裏
面
に

書
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
桐
壷
」
は
無
論
、
他
の
諸
巻
に
お
い
て
も
、
頭
注
や
付
菱
の
一
部
等
で
、
こ
れ
と
同
筆
と
み
ら
れ
る
も
の

が
混
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
く
だ
り
、
諸
本
に
こ
れ
を
欠
く
本
文
が
翠
ら
れ
ぬ
こ
と
か
ら
、
早
期
（
少
な
く
と
も
〈
三
大
書
入

れ
〉
以
前
）
に
害
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
次
に
示
す
の
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。

ヲ
光
ト
云
也
云
誉

、
、
、
、
、

一
ウ
ッ
ホ
濱
松
竹
取
皆
物
語
／
名
也
寝
覚
卜
云
モ
在
也
栄
花
物
語
赤
染
衛
門
作
也
／
一
紫
式
蔀

ト
紫
式
部
ハ
嫁
ソ
大
武
／
三
位
〈
／
誕
生
シ
タ
ル
也
然
大
威
三
位
〈
紫
式
部
弥
女
也
云
為

③
１
１
④
ｉ

労
加
レ
筆
ト
云
説
ア
リ
其
ニ
テ
ハ
／
無
し
曲
一
身
ソ
書
也

諸
本
間
に
本
文
の
異
同
が
ゑ
ら
れ
た
波
線
部
の
①
ｌ
④
に
つ
い
て
、
異
同
状
況
を
示
す
。

ザ
ヤ
ウ

ー
㈹
悪
昊
・
・
・
＆

サ
ヤ
ウ

㈲
西
美
．
：
ゞ

⑧
ｌ
①
‘
ヤ
ウ

的
悪
昊
…
，

レ
ウ

ー
目
悪
昊
…
ゞ

何
の
「
西
」
は
「
悪
」

、
①
Ｉ
抑
判
”
②
’

一
光
ル
少
将
卜
云
人
在
也
天
下
第
一
美
人
卜
云
曽
悪
実
大
臣
卜
云
人
ノ
子
也
此
心
ヲ
含
テ
害
也
光
卜
云
事
ハ
／
善
堯
ヲ
継
ト
云
テ
諸
道
ヲ
継
事

葱
家

東
・
野
・
三
・
九

桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
青
・
白

の
略
字
で
あ
ろ
う
。
ま
た
（
穂
・
国
・
万
）
グ
ル
ー
プ
（
東
・
野
・
三
・
九
）
グ
ル
ー
プ
（
桂
・
静
・
学
・
常

万 穂
・
国

紫
式
部
〈
ノ
フ
ノ
リ
グ

惟
規
労
妹
紫
式
労
父
越
後
守
為
時
也
宣
孝

紫
式
部
ヵ
謀
〈
不
し
見
此
物
謡
を
為
時
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艸
内
題
下
の
割
注
に
次
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
。

．
“
源
氏
物
語
問
書
或
説
丼
料
間
加
之

①
ｌ
②
～

・
桐
壺
第
↓
熱
溌
誕
丁
潟
鰯
唯
擢
鯵
藤

幽
Ｉ
①
呵
調
巻
賊
繩
缶
韓
哨
一
一
九
青

－
１
㈲
害
ダ
ル
也
…
：
・
東
・
野
・
三
・
九
・
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
青
・
白

い
ず
れ
に
於
い
て
も
、
（
穂
・
国
・
万
）
と
（
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
青
・
白
）
と
が
対
立
し
て
い
る
の
に
対
し
、
（
東
・
野
．
一
一

前
者
に
つ
い
た
り
後
者
に
つ
い
た
り
し
て
い
る
。
稿
本
グ
ル
ー
プ
と
そ
う
で
な
い
本
文
群
と
の
間
で
揺
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

．
尊
・
青
・
白
）
グ
ル
ー
プ
と
訓
永
は
三
つ
に
分
れ
る
。
こ
の
う
ち
㈹
と
㈲
の
訓
み
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
㈹
㈲
と
例
は
、
「
リ
ャ
ウ
」

の
「
リ
」
に
横
線
が
入
れ
ば
「
サ
」
に
紛
れ
や
す
い
。
底
流
に
於
け
る
何
が
し
か
の
結
び
付
き
が
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

卿
②
凧
雌
驍
蕊
陶
溌
朧
坤
薩
銚
鍔
總
織
濟
一
一
堀

③
ｌ
③
［
Ｍ
州
一
鐸
雑
“
一
蝿
や
識
一
癖
一
報
与
牽
軌

(4)

②
’｜

(ｲ）ヤサ
料或本

間識
。．、L

③
ｌ
③
［
Ｍ
州
一
響
準
灘
嘩
鋪

’
㈹
害
也
：
．
．
：
穂
・
国

⑧
ｌ
④
－
１
㈲
害
ダ
ル
也
…
…
東

常穂
・
万
・
桂
・
静
・
学
・
常
・
青
・
白
・
東
・
野
・
三
・
九

万

九
）
は
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何
巻
名
の
次
に
記
さ
れ
た
総
論
的
記
事
の
冒
頭
で
あ
る
。

’
１
回
料
簡
・
：
…
国
．
尊

い
ｌ
②
で
は
珍
し
く
（
国
）
と
（
穂
・
万
）
に
異
同
が
生
じ
て
い
る
。

④
ｌ
①
の
く
だ
り
、
（
尊
）
は
「
或
説
」
と
し
、
こ
れ
に
同
本
独
自
の
校
合
の
胄
墨
（
「
扶
華
書
志
」
に
よ
れ
ば
、
松
雲
公
が
玉
井
氏
本
に
よ
っ

て
校
合
さ
せ
た
吉
墨
と
い
う
）
が
入
っ
て
傍
吾
「
本
ノ
マ
上
」
が
付
い
た
。
か
く
の
如
く
、
も
と
も
と
「
本
ノ
マ
上
」
の
傍
害
が
付
い
た
も
の

と
そ
う
で
な
い
も
の
と
、
諸
本
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
（
常
）
は
、
は
じ
め
は
（
桂
・
静
・
学
・
白
）
と
同
様
「
本
ノ
マ
坐
」

を
入
れ
て
い
た
の
だ
が
、
の
ち
に
こ
れ
に
墨
で
抹
消
線
を
ひ
い
て
い
る
。
害
本
通
り
「
本
ノ
マ
上
」
と
害
写
し
た
も
の
の
、
や
が
て
こ
れ
を
付

け
な
い
本
文
に
出
逢
っ
て
訂
正
し
た
も
の
か
。
同
様
の
異
同
例
は
、
同
じ
二
丁
表
に
記
さ
れ
た
次
の
注
文
の
中
に
も
み
え
て
い
る
。

作
者
紫
式
部
〈
誌

花
鳥
餘
情
等
一
也

波
線
部
の
く
だ
り
、
垂

こ
こ
で
諸
本
は
「
康
和
」
ｌ
「
康
和
一
」
「
見
二
河
海
抄
一
」
ｌ
「
見
二
河
海
抄
」
等
々
、
送
り
仮
名
や
一
二
点
の
付
け
方
等
で
多
少
の
異

同
を
生
じ
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
波
線
の
く
だ
り
で
あ
る
。
図
に
分
類
し
た
如
く
、
④
ｌ
①
で
「
本
ノ
マ
と
の
付
い
た
（
桂
・
静
．

(5)

①

時
代
寛
弘
ノ
初
造
一
出
之
一
康
和
流
布
喧
趣
鐸
詞
睡
鍼
計
群
嘩
到
霜

マ
テ
ハ
五
百
七

’
㈹
或
説
…
．

本
ノ
マ
上

伺
或
説
…
・革

’
㈹
或
説
・
… 藤

原
諸
本
は
次
の
よ
う
に
分
れ
て
い
る
。

．
：
…
穂
・
国
・
万
・
桂
・
尊
・
青
・
白
・
東
・
野
・
三
・
九

上…
…
静
・
学

：：

常静 為
時
ヵ
女
也
或
説
見
二
河
海
抄
一
丼
十
四
才

Ｉ

歌
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学
・
尊
・
白
）
の
う
ち
（
桂
・
尊
・
白
）
は
（
静
・
学
）
か
ら
離
れ
て
（
穂
・
国
・
万
）
と
一
致
し
て
い
る
。
だ
が
（
静
・
学
）
は
い
に
続
い

本
ノ
マ
上
本
ノ
マ
ュ

て
こ
こ
で
も
又
「
或
説
」
と
し
て
い
る
。
（
常
）
が
、
は
じ
め
は
「
或
説
」
と
し
、
の
ち
に
こ
れ
を
抹
消
し
て
い
る
の
も
同
様
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
い
と
い
い
⑤
と
い
い
、
「
或
説
」
に
「
本
ノ
マ
生
」
が
付
い
た
本
文
と
付
か
な
か
っ
た
本
文
と
が
生
じ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
。
思
う
に
こ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『
覚
勝
院
抄
』
の
総
論
的
記
事
は
、
先
ず
「
源
氏
物
語
間
耆
或
説
丼
料
間
加
之
」
と
い
う
内
題
・
割
注
部
分
も
含
め
て
、
初
め
に
『
弄
花
抄
』
序
文

を
引
用
し
、
次
に
『
花
鳥
余
情
』
の
引
用
、
更
に
講
尺
時
の
聞
書
等
々
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
し
て
穂
久
邇
本
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
弄
花
抄
』

か
ら
の
引
用
部
分
は
、
丁
度
料
紙
一
丁
分
（
第
二
丁
目
表
裏
）
に
記
入
さ
れ
て
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
『
覚
勝
院
抄
』
が
巻
名
下
に
「
此
聞
書

、
、
、
、

此
紙
一
丁
ノ
詞
稻
名
院
価
覚
被
二
一
覧
一
／
辿
遙
院
作
云
苓
弄
花
ノ
序
也
道
卜
肖
相
讃
也
」
と
し
た
「
此
紙
一
丁
」
と
は
、
野
村
氏
論
文
（
前
掲
）

に
あ
る
如
く
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
指
し
て
の
意
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
や
が
て
本
行
（
『
弄
花
抄
』
序
文
の
引
用
部
分
）
の
上
に
は
、
新
し
く
「
三
亜
説
」
が
言
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
か
か
る
稿
本

が
清
書
さ
れ
、
転
写
さ
れ
て
い
っ
た
間
に
『
弄
花
抄
』
序
文
か
ら
の
引
用
部
分
は
い
つ
し
か
一
丁
を
は
象
出
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
な
る
と
後
代
の
書
写
者
は
、
遁
遙
院
御
作
で
、
稻
名
院
に
も
一
覧
を
賜
わ
っ
た
云
々
：
…
・
と
い
う
「
此
紙
一
丁
ノ
詞
」
の
意
味
が
分
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

内
題
及
び
そ
の
下
の
割
注
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
弄
花
抄
』
の
記
述
を
転
載
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
が
分
ら
な
い
と

混
乱
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
後
代
の
利
用
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
即
ち
内
題
に
「
源
氏
物
語
聞
書
或
説
丼
料
間
加
之
」

と
あ
る
以
上
、
本
書
は
「
聞
害
」
を
§
ヘ
ー
ス
に
、
こ
れ
に
「
或
説
」
と
「
料
間
」
を
加
え
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
「
料
問
」
め

い
た
本
行
の
上
に
は
「
或
説
」
な
ら
ぬ
「
三
亜
説
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
三
亜
説
井
料
間
加
之
」
が
正
解
で
は
な
い
の
か
ｌ
と
い

本
ノ
マ
ュ

う
こ
と
で
、
い
つ
の
時
点
で
か
「
或
説
」
と
さ
れ
、
そ
れ
が
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

－85－



諸
本
の
訓
み
は
い
「
ク
ハ
ン
シ
ョ
」
か
㈲
「
ク
ワ
ン
シ
ュ
ン
」
か
で
対
立
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
帷
」
の
訓
み
、
（
穂
）
は
初
め
「
シ
ュ

ン
」
と
記
し
、
の
ち
墨
筆
に
て
「
己
に
ヨ
」
を
重
ね
書
き
、
「
ン
」
に
見
せ
消
ち
を
付
す
な
ど
し
て
、
こ
れ
を
「
シ
ョ
」
と
訂
正
し
た
よ

う
で
あ
る
。
（
国
・
万
）
が
「
シ
ョ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
穗
久
邇
本
の
訂
正
は
〈
三
大
書
入
れ
〉
以
後
の
も
の
で
あ
っ
た
か
。
す
る
と
、
訂
正

以
前
の
（
穂
）
と
同
じ
訓
桑
仮
名
を
も
つ
（
桂
・
静
・
学
・
白
・
野
・
三
・
九
）
の
諸
本
は
、
〈
三
大
書
入
れ
〉
が
入
る
以
前
に
写
さ
れ
た
本

文
の
系
列
を
ひ
く
か
、
と
予
想
で
き
る
や
も
し
れ
な
い
。
但
し
（
常
）
は
「
シ
ョ
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
ク
ワ
ン
シ
ュ
ン
」
で
は
馴
ま

な
い
の
で
、
、カ
ノ
、
訂
正
し
た
も
の
か
。

⑥
前
掲
⑤
に
後
続
す
る
注
文
で
あ
る
。

ヲ
ホ
サ
イ

第
十
御
子
也

作
意
大
斎
院
選
子
内
親
王
村
上
ノ
皇
女
中
宮
ヨ
リ
所
望
一

ノ
院

上
東
門
院
一
条
。
后
宮
御
堂
殿
女
一
之
時
式
部
即
チ
作
テ
進
レ
之
云
ミ

連
ミ
ノ
用
意
乎
詣
一
一
石
山
一
一
得
二
趣
向
一
之
由
河
海
二
見
へ
タ
リ
但
シ

へ
〆
翻
二
般
若
菫
冒
之
説
無
し
実
乎
大
意
〈
君
臣
父
子
夫
婦
朋
友
ノ

道
以
教
酔
人
二
趣
融
刻
陶
澤
嬬
切
之
徳
了
し
見
又
模
荘
子
寓
言

ポ
ス
サ
ウ
シ
サ
ウ
サ
ソ
ヲ

ホ
ウ
へ
ソ

更
二
有
三
字
ノ
屡
瞳
一
明
ス
盛
者
必
衰
會
者
定
離
ノ
理
一
而
已

②

(6)
｜
①

定
家
ノ
卿
閑
談
ノ
説
別
に
記
之

’
㈹
関
碓
…
。
：
東
・
尊

ｌ
价
醗
喉
…
・
・
穗
霊
札
葦
李
堅
饒
棒
症
と
）

ク
ワ
ン
シ
ユ
ン

㈲
関
碓
：
…
・
桂
・
静
・
学
・
白
・
野
・
三

我
國
の
至
賓
〈
源
氏
物
語
一
一
過

口たる〈なかるへしと云藻、、
国
・
万
・
常
・
青

・
九

」
（
ｎ
△
｛
ソ
）

」
（
２
オ
）
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古
人
各
不
可
説
云
ミ
順
徳
院
御
記
等
見
花
鳥
ｌ
我
国
之
至
宝
は
源
氏
物
語
に
過
た
る
は
な
か
る
へ
し
と
云
ミ
定
家
卿
閑
談
之
説
別
記
之

と
あ
り
、
穗
久
邇
本
は
初
め
、
こ
の
中
の
末
文
「
定
家
卿
：
…
」
だ
け
を
二
丁
裏
に
記
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
二
丁
表
裏
に
は
頭
注
部

分
に
〈
三
亜
説
〉
の
書
入
れ
が
な
さ
れ
、
更
に
そ
の
後
に
な
っ
て
二
丁
表
に
波
線
部
②
の
書
入
れ
が
な
さ
れ
た
。
波
線
部
②
の
一
文
は
「
古
来

称
美
」
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
本
来
な
ら
ば
「
定
家
卿
・
…
・
」
と
同
じ
二
丁
裏
に
記
す
方
が
望
ま
し
い
。
だ
が
そ
こ
に
は
既
に
三
亜
説
書
入

れ
で
余
白
が
な
く
、
や
む
な
く
二
丁
表
の
末
に
、
そ
れ
も
小
害
で
傍
害
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

そ
の
点
で
は
、
こ
れ
を
本
行
化
し
た
（
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
青
・
白
・
東
・
野
・
三
・
九
）
の
処
置
は
正
し
い
。
逆
に
（
穂
）
の
体
裁

を
そ
の
ま
ま
に
継
承
し
た
（
国
・
万
）
の
方
は
、
こ
の
波
線
部
が
、
同
じ
く
小
書
で
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
頭
注
（
三
亜
説
）
の
一
部
と
も
う
け

’
㈹
（
小
害
で
傍
書
）
…
・
・
・
穂
・
国
・
万

⑥
ｌ
②
’
１
回
（
本
行
化
）
・
・
・
：
．
桂
．
静
．
学
．
常
．
尊
・
青
．
白
．
東
・
野
・
三
．
九
（
但
し
虫
孔
あ
り
）

⑥
Ｉ
②
［
州
識
率
皿
毒
蛾
一
噸
“
恥
艤
誇
唖
蛙
齢
球
心
御
搾
誰
乱
些
幸
一
準
準
峅
一
緬
羊
浄
・
常
・
尊
・
青
・
白
．
東
．
野
．
三

穗
久
邇
本
に
よ
れ
ば
、
波
線
②
の
文
章
は
二
丁
表
の
最
終
行
の
左
傍
に
小
害
さ
れ
て
い
る
。
二
丁
表
の
本
行
は
「
・
…
：
又
模
荘
子
寓
言
更
有
一

宇
庭
腫
明
盛
者
必
衰
會
者
定
離
理
而
已
」
で
お
わ
り
、
統
く
二
丁
裏
は
「
定
家
ノ
卿
閑
談
ノ
説
別
に
記
之
」
で
始
ま
っ
て
い
る
．
前
者
は
『
弄
花

抄
』
「
作
意
」
か
ら
の
引
用
、
後
者
は
同
「
古
来
称
美
」
の
末
文
で
あ
る
。

『
弄
花
抄
』
「
古
来
称
美
」
の
項
に
は

れ
る
。 波
線
部
②
は
、
穗
久
邇
本
に
よ
れ
ば
本
行
と
は
別
筆
で
あ
る
。
諸
本
は
表
記
方
法
と
本
文
自
体
の
異
同
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
分
類
ざ

古
来
称
美
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(7) と
ら
れ
か
ね
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（6）

①

ﾔリ（ﾛ）（ｲ）

議調
ミト；；
：：：

常学穂

国

本
ノ
マ
上
本
ノ
マ
Ｌ

い
’
①
。
⑤
に
つ
づ
い
て
三
度
目
の
「
或
説
」
で
あ
る
。
諸
本
中
（
学
・
常
）
は
三
度
と
も
「
或
説
」
と
し
、
猶
か
つ
（
常
）
は
三
度
と
も

（
穂
）
二
丁
裏
の
総
論
。
⑥
の
続
き
で
、
本
段
ま
で
が
『
弄
花
抄
』
引
用
部
分
で
あ
る
。

①
Ｉ
ｆ
或
説
云
一
部
乃
作
意
比
二
天
台
四
教
ノ
法
聞
二
云
ど
准
一
様
桐
壺
ノ
帝
ヲ

醍
醐
ノ
天
皇
一
一
以
下
河
海
抄
里
星
聖
代
↓
之
故
二
延
喜
ヲ
為
ユ
軍

②
‐
‐
～
～
～
～
Ｉ
‐

初
一
也
光
源
氏
雌
ヨ
モ
准
幸
ル
‐
ｊ
西
宮
左
府
高
明
公
一
癌
雫
而
又
周
公

③
行
平

丹
東
征
菅
家
在
中
将
沈
浦
等
丼
比
し
之
不
二
模
一
様
一
用

④
１
～
、
～
ｒ
‐

二
拾
随
吟
宜
二
也
一
仁
明
御
子
源
氏
右
大
臣
正
二
光
君
峯
二
通
／

業
平

女
御
等
一
一
事
准
一
一
・
在
羽
林
一
好
色
粗
相
似
乎

五
条
三
品
京
極
ノ
黄
門
之
比
賞
翫
云
ど
私
云
俊
成
丼
定
家
ノ
事
也

ウ
カ
フ
ル
サ
カ
ッ
キ
ヲ

題
号
全
篇
以
一
三
光
ル
源
氏
ノ
君
与
為
し
詮
故
二
号
二
源
氏
物
語
千
者
濫
レ
膓

小
水
〈
為
誌
九
河
之
源
斗
之
義
説
而
用
意
也
此
物
語
亦
タ
含
一
其

理
↓
価
累
世
握
翫
也
又
水
源
有
一
一
口
事
一
握
翫
ト
云
〈
左
右
ヲ
ハ
ナ

⑳
～
川

タ
ヌ
ソ
見
ヨ
ト
云
事
也
蝿
唾
伽
誇
荊
繕
斗
鋒
孝
一
卦
報
“
也
盃
ヲ
浮
テ
流
ス
所
也
一
末
〈
一
段
之
大
川
也

一
’
㈹
或
説
：
…
・
穂
・
国
・
万
・
桂
・
静
・
尊
・
青
・
白
・
東
・
野
・
三
・
九
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だ
が
（
穗
）
の
書
き
ぶ
り
を
承
る
と
、
「
ス
ル
ソ
」
と
も
、
又
「
ス
ル
ー
ノ
」
の
「
ｌ
」
を
「
卜
」
の
略
と
拳
れ
ぱ
「
ス
ル
ト
ノ
‐
｜
と
も
、

ス
ル
ー
ノ

両
様
に
ょ
拳
と
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
「
准
西
宮
」
と
す
る
つ
も
り
が
、
二
つ
の
傍
書
「
ｌ
」
と
「
ノ
」
と
を
近
付
け
す
ぎ
、
そ

の
た
め
に
「
ｌ
ノ
」
と
い
う
連
語
或
い
は
「
ソ
」
と
い
う
一
文
字
に
似
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
諸
本
は
「
ス
ル
ト
」
「
ス
ル
ト
ノ
」
「
ス
ル
ヲ
」
の
三
つ
に
分
れ
て
し
ま
い
、
（
常
）
は
こ
こ
で
も
又
、
初
め
は
（
学
）
等
と
同
様

「
ス
ル
ト
ノ
」
の
本
文
を
も
ち
、
の
ち
に
こ
れ
を
訂
正
し
て
い
る
。

・
行
平

即
叫
籠
蓉
一
鄙
紳
識
に
浄
蝿
・
や
．
率

「
祁
陛
の
法

こ
ろ
で
公
の
る
。

こ
れ
を
訂
正
し
て
い
る
。
（
常
）
は
（
桂
・
静
・
学
・
尊
・
青
・
白
）
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
特
に
（
学
）
に
近
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

③
は
光
源
氏
の
須
磨
流
調
の
準
拠
を
論
じ
た
く
だ
り
に
あ
る
。
従
っ
て
（
穂
）
の
傍
書
「
行
平
」
は
、
当
然
在
原
行
平
の
こ
と
、
つ
ま
り

(6)
｜
③

(6)
｜
②

の
送
り
仮
名
に
関
す
る
異
同
で
あ
る
。
「
雌
三
准
二
西
宮
左
府
高
明
公
一
」
と
あ
る
以
上
、
こ
こ
は
何
の
「
准
ス
ル
ト
」
と
な
る
べ
き
と

行
平
也

例
菅
家
在
中
将
：
…
・
東
・
野
・
三
・
九

１
口
菅
家
行
平
也
在
中
将
．
：
…
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
冑
・
白

けウ（二）㈹（ﾛ）（ｲ）
准ス准ス准ス准ス准ス
ノレﾉﾚﾉレノレノレ

ヲ卜l､卜｜

::□：ﾉ：2／

国
・
三
・
静
・
尊
・
青

東
・
野
・
桂
・
学
・
白
・
東
・
野
・
九

常
（
口
部
分
、
「
ノ
」
を
擦
り
消
す
）

穂万
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「
業
平

「
在
中
将
」
の
説
明
と
よ
み
と
れ
よ
う
。
但
し
（
穂
）
で
は
、
「
行
平
」
の
傍
書
を
「
在
中
将
」
の
右
肩
に
置
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
在
羽
林
」

の
例
な
ど
を
ゑ
る
に
、
そ
れ
が
こ
の
書
写
者
の
害
癖
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
は
「
菅
家
」
と
「
在
中
将
」

と
の
中
間
に
記
さ
れ
た
と
も
受
け
と
れ
よ
う
。
加
え
て
「
在
中
将
」
と
「
行
平
」
と
の
頭
に
は
各
々
句
点
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
句
点
も
又
、

見
方
に
よ
っ
て
は
補
入
記
号
「
・
」
の
つ
ぶ
れ
た
も
の
、
と
も
う
け
と
れ
よ
う
。

（
国
）
は
（
棚
）
の
記
載
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
、
「
行
平
」
を
本
行
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
但
し
（
国
）
で
は
「
背
家
」

の
下
に
句
点
を
う
ち
、
一
方
「
行
平
」
と
「
在
中
将
」
の
間
は
句
点
が
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
は
「
菅
家
・
行
平
在
中
将
」
の
意
で
解
読
し
て
い

一
方
、
他
の
八
本
は
全
て
「
行
平
也
」
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
（
穂
）
の
傍
害
を
「
在
中
将
」
に
関
す
る
傍
注
と
解
釈
し
た
よ
う
で
あ
る
。

但
し
（
東
・
野
・
三
・
九
）
は
こ
れ
を
傍
注
の
ま
ま
と
し
、
（
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
青
・
白
）
は
こ
れ
を
割
注
と
し
た
。

前
者
は
、
（
穂
）
と
意
味
的
に
大
差
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
後
者
の
場
合
、
「
行
平
也
」
の
割
注
を
「
菅
家
」
の
下
に
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
は
「
菅
家
」
に
対
す
る
注
と
な
り
、
ま
こ
と
に
珍
妙
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

の
下
に
句
点
を
う
ち
、

た
‐
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(6)
｜
④

い（ﾛ）（ｲ）
峯峯密室
通通通

｜｜｜
万国穂

’
㈹
峯
通
ｌ
静

ヒ
ヒ

㈹
室
通
Ｉ
常

通欽通

㈹（二）

峯密蜜上

｜
桂東

学野
白三

密
欽
峯
涌

ヒ
ヒ密
也

圭
月
・
酋
寸
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即
ち
（
穂
・
国
・
万
）
が
「
卜
云
〈
」
だ
け
を
小
字
右
寄
せ
に
し
た
の
に
対
し
、
（
東
・
野
・
三
）
は
「
握
翫
卜
云
〈
」
以
下
「
見
ヨ
ト
云

、
、

事
也
」
ま
で
の
一
文
全
体
を
、
小
害
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
前
に
「
価
累
世
握
翫
也
」
と
い
う
本
文
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
波
線
部
⑤
以
降

を
、
こ
の
本
文
部
分
に
対
す
る
注
文
と
解
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
（
桂
・
静
・
学
・
常
．
尊
）
は
「
握
翫
卜
云
〈
」
だ
け
を
右
寄
せ
に

を
、
こ
（

小
言
し
、

、

（
九
）
は
虫
損
。
⑥
ｌ
④
で
（
穂
）
は
「
峯
通
」
と
宛
字
を
使
っ
た
。
こ
れ
が
諸
本
の
異
同
を
ひ
き
お
こ
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
先

ず
（
国
）
は
こ
れ
を
正
字
「
密
」
に
改
め
た
。
（
青
．
尊
）
も
然
り
。

一
方
、
（
桂
・
静
・
学
・
常
・
白
）
は
（
穂
）
の
宛
字
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
つ
つ
も
、
「
密
欽
」
或
い
は
「
密
也
」
と
校
勘
を
傍
害
し
、
（
東
・

野
．
三
）
は
今
度
は
「
蜜
」
の
宛
字
を
用
い
て
い
る
。
（
東
・
野
・
三
）
と
（
桂
・
静
・
学
・
常
・
白
）
と
で
は
、
や
は
り
ど
こ
か
で
一
線
が

ひ
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
次
の
⑤
も
然
り
。
分
り
や
す
く
、
前
後
の
本
文
も
含
め
て
異
同
を
示
し
て
み
よ
う
。

書
き
方
に
つ
い
て
の
異
同
は
以
上
の
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
く
だ
り
、
本
文
自
体
に
も
小
異
が
染
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

’
㈹
左
右
ヲ
ハ
ナ
タ
ヌ
ソ
ー
穂
・
国
・
万

〃
㈲
左
右
を
ハ
ナ
タ
ヌ
ソ
ー
東
・
野
・
三
・
九
・
青

⑤

㈹
左
右
を
ハ
ナ
タ
ヌ
Ｉ
桂
・
静
・
学
・
尊
・
白

’
㈹
左
右
ヲ
ハ
ナ
タ
ヌ
ソ
ー
＃

〃
㈲
左
右
を
ハ
ナ
タ
ヌ
ソ
ー
志

⑤

㈹
左
右
を
ハ
ナ
タ
ヌ
Ｉ
桂

ソ

ー
目
左
右
を
ハ
ナ
タ
ヌ
・
‐
常

（
東
・
野
・
三
・
九
・
冑
）
は
（
穂
．

／戸､

kgノ

’
㈹
又
水
源
有
二
口
事
一
握
翫
ト
云
〈
左
右
ヲ
ハ
ナ
タ
ヌ
ソ
見
ヨ
ト
云
事
也
…
：
・
穂
・
国
・
万

㈲
又
水
源
有
二
口
事
一
握
翫
ト
云
〈
左
右
を
ハ
ナ
タ
ス
ソ
見
ヨ
ト
云
事
也
…
…
東
・
野
・
三

ｌ
例
又
水
源
有
ニ
ロ
事
一
握
翫
卜
云
〈
左
右
を
ハ
ナ
タ
ヌ
見
ヨ
ト
云
事
也
：
…
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
青
・
白
・
九

以
後
は
普
通
に
続
け
て
い
る
。

、

、

国
・
万
）
の
「
左
右
ヲ
」
を
「
左
右
を
」
と
仮
名
書
き
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
下
の
ヌ
ナ
タ
ス
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以
上
が
「
弄
花
抄
』
か
ら
の
引
用
部
分
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
引
用
部
分
の
上
欄
余
白
に
頭
注
と
し
て
害
入
れ
ら
れ
た
三
亜
説
の
中
か
ら
、

興
味
深
い
異
同
例
を
抜
粋
し
て
染
よ
う
。
穗
久
邇
本
二
丁
裏
の
頭
注
で
あ
る
。①
１
１

⑧
一
毛
詩
関
碓
天
下
ヲ
后
妃
ノ
徳
ト
ス
云
ミ
女
ノ
事
ヲ
先
二
云
也
乱
ル
ュ
モ
政
マ
ル
モ
女
ヨ
リ
也
先
此
事
ヲ
云
立
テ
カ
ラ
余
ノ
三
昧
ヲ
云
也
乱

ダ
ル
所
ヲ
ミ
セ
テ
サ
テ
ヲ
サ
ム
ル
所
ヲ
云
テ
ミ
ス
ル
也
是
ヲ
ア
シ
ク
ミ
ル
コ
ト
邪
道
也
云
為

、
一
何
レ
ノ
集
一
一
モ
サ
ァ
ル
ニ
依
テ
恋
ノ
部
ヲ
、
〈
多
入
ラ
レ
タ
ル
也
ハ
ャ
千
首
ト
モ
ァ
ル
ニ
ハ
恋
〈
五
マ
テ
在
之
也
根
本
ノ
乱
モ
政
モ
恋
也

②
Ｉ

云
慧
諸
事
〈
皆
六
欲
七
情
ヲ
不
し
離
モ
ノ
也
喜
奴
哀
思
悲
恐
驚
筈
害
ナ
斗
一
ス
喜
奴
憂
思
可
可
丁
丁
云
ミ
相
違
也

’
㈹
政
マ
ル
モ
…
…
穂
・
国
・
万
・
東
・
野
・
三
・
九

ム
ロ

伺
政
マ
ル
モ
…
…
桂
・
学
・
白

①
治
也

一
方
、
（
常
）
は
本
行
は
（
桂
・
静
・
学
・
尊
・
白
）
と
一
致
す
る
が
、
の
ち
に
訂
正
し
て
「
ソ
」
を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
幾
度
か
出

て
き
た
の
と
同
じ
。
〈
タ
ー
ン
で
あ
る
。

５
．
：
．
」
し
Ｇ
戸
と
口

に
一
致
す
る
。

（
穂
）
は
「
政
」
の
字
を
用
い
、
こ
れ
で
「
お
さ
ま
る
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
国
・
万
）
は
今
度
は
こ
の
宛
字
を
継
承
し
、

（
東
・
野
・
三
・
九
）
も
又
、
こ
れ
を
継
承
し
た
。

と
こ
ろ
が
（
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
青
・
白
）
の
七
本
は
こ
れ
と
対
立
し
て
い
る
。
な
か
で
も
（
桂
・
静
・
学
・
白
）
は
本
行
で
は
そ
の
ま

、

と
区
別
す
る
点
で
は
、
（
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
心
白
）
と
同
様
で
あ
る
が
、
「
ハ
ナ
タ
ヌ
ソ
」
と
す
る
点
で
は
、
逆
に
（
穂
・
国
・
万
）

例
政
マ
ル
モ
…
…
静

ｌ
目
治
マ
ル
モ
…
…
常

尊
・
青
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⑥
穗
久
邇
本
（
四
ウ
）

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
但
し
（
常
）
は
こ
こ
で
異
文
と
し
て
「
驚
」
の
字
も
掲
げ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
（
常
）
は

「
敬
」
を
も
つ
本
文
を
書
本
と
し
、
「
蹄
」
を
も
つ
本
文
と
対
校
し
た
か
、
或
い
は
そ
う
し
た
対
校
が
既
に
な
さ
れ
て
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
本
文
を

書
本
と
し
て
い
た
か
推
測
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
「
政
」
の
宛
字
を
継
承
し
た
も
の
の
、
傍
に
「
治
欲
」
「
治
也
」
と
校
勘
を
入
れ
て
い
る
。
（
常
）
は
と
い
う
と
、
こ
の
校
勘
の
方
を
採
用
し

た
た
め
だ
ろ
う
か
、
宛
字
は
用
い
る
こ
と
な
く
「
治
」
を
採
っ
て
い
る
。

②
－
１
州
誌
繩
鐸
諏
鍬
一
罷
一
剰
一
霞
・
野
・
三
・
九
・
尊

紙
数
も
ほ
ぼ
尽
き
て
き
た
。
最
後
に
、
諸
本
の
異
同
の
顕
著
な
例
を
二
つ
ほ
ど
紹
介
し
て
み
よ
う
。
一
つ
は
穗
久
邇
本
四
丁
裏
に
記
さ
れ
た

三
亜
説
の
一
部
、
一
つ
は
物
語
本
文
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
書
式
そ
れ
自
体
に
異
同
が
み
ら
れ
る
た
め
、
と
も
に
写
真
を
用
い
て
説
明
す
る
。

ﾚサ（ﾛ）（ｲ）
悲悲悲
恐恐恐

癖敬驚
･イ：：

桂
・
静

・
音
巾
・
聿
目
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よ
う
に
分
れ
て
い
る
。

’
㈹
（
頭
注
』

①
－
１
㈲
（
頭
注
＄

常
磐
松
本
（
六
丁
オ
）

三
条
西
旧
蔵
本
（
五
丁
ウ
）

こ
の
三
葉
を
比
較
し
て
先
ず
気
付
く
の
が
、
頭
注
「
河
海
ト
云
名
モ
此
心
ニ
テ
被
付
也
」
の
有
無
で
あ
ろ
う
。
こ
の
く
だ
り
、
諸
本
は
次
の

「
馴
響
悔
勾
憤
り
７
伺
松
了
斗
も
捗
孵
叺
討
作
．
ｆ
砲
γ
管
ユ
ゼ
ス
ト
羅
唯
を
参
入
妙
イ
ギ
モ
銅
冬
洪
祁
に
ノ

噂
吟
扱
風
卜
万
年
勺
〃
豊
前
唯
邦
み
７
洞
イ
未
ｌ
雫
奮
鼻
謹
弛
刑
隔
詠
噺
Ｊ
拶
永
非
修
お
金
や
欲
接
丁
染
／
γ
ブ

盤
に
夕
、
蚤
ゞ
迄
７
桶
２
ｔ
「
何
§
を
Ｊ
臥
Ｔ
ｆ
Ｗ
葡
鮴
恥
感
世
抜
さ
厨
八
ゑ
ふ
夫

誕
千
＃
犬
７
愈
鈴
尺
融
胃
汚
１
万
４
チ
え
鮴
γ
羊
毛
兇
↑
立
ち
、
ア
ノ
キ
ナ
ア

，
剥
岫
杼
も
丁
移
ミ
ト
ガ
竜
Ｐ
』
『
郷
釘
釧
人
ノ
朱
１
銭
ゾ
ル
Ｔ
小
の
偽
に
頓
唾
峠
、
を
ざ
ら
ｉ
｜
｜
一
方
電
品

ｆ
野
、
め
よ
ゃ
ば
聯
刈
へ
１
イ
心
‐
二
・
寓
目
二
街
嘩
逢
へ
ｆ
卜
ゞ
一
ノ
菅
、
二
劃
扇
副
書
竿
タ
イ
ー
ト
多
「
７
を

誰
蛇
甚
・
↓
７
事
里
ゞ
γ
不
在
？
非
莱
ｌ
力
や
く
十
ぃ
‐

蓉篤馨溥
（
頭
注
あ
り
）

（
頭
注
な
し
）

『
剥
縄
自
凋
二
一
丁
同
箪
奪
Ｊ
農
蚤
霧
均
渥
旦
這
承
ト
、
砺
皇
う
池
と
十
一
迄
苧
や

盈
弔
・
主
冊
墨
守
ノ
戸
尋
あ
ぺ
承
登
－
７
毛
一
易
戸
不
ｊ
乞
萄
Ｌ
Ｔ
Ｉ
主
嬉
ヘ
ナ
、
‐
〕

東
・
野
・
三
・
九
・
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
青
・
白

穗
・
国
・
万
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十
本
中
、
（
穂
・
国
・
万
）
に
の
象
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
異
同
例
で
も
、
こ
の
三
本
だ
け
が
共
通
し
て
他
の
十
一
本

と
対
立
し
て
い
る
例
は
多
か
っ
た
。
す
る
と
や
は
り
（
杣
・
国
・
万
）
は
、
こ
こ
「
桐
壺
」
に
お
い
て
も
、
第
一
群
初
期
稿
本
グ
ル
ー
プ
と
し

て
異
彩
を
放
っ
て
い
る
と
染
ら
れ
よ
う
。

次
に
気
付
く
の
は
、
三
亜
説
注
文
の
雪

は
、
写
真
の
如
く

一
桐
壺
帝
朱
雀
院
冷
泉
院
今
上
天
子
四
代
五
十
七
／
…
…

一
源
氏
君
十
二
才
一
一
テ
元
服
ナ
レ
平
モ
先
十
五
六
マ
ゞ
テ
ノ
事
汚
／
…
…

一
惣
別
人
ノ
年
齢
ノ
事
前
後
相
違
也
花
鳥
も
三
度
替
ダ
ル
／
：
…
．

の
各
注
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
横
一
列
に
並
べ
て
記
し
て
あ
る
。
こ
の
く
だ
り
、
諸
本
の
状
況
は
と
い
う
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

’
㈹
（
続
け
て
記
す
）
…
…
穂
・
国
・
万
・
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
青
・
白

②
｜
Ｉ
㈲
（
横
に
並
べ
る
）
：
…
．
東
・
野
・
三
．
九

こ
れ
ま
で
何
度
も
象
て
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
又
（
東
・
野
・
三
・
九
）
は
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
、
独
自
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。
そ
し

て
十
四
本
中
、
第
一
群
初
期
稿
本
と
み
ら
れ
る
（
穂
・
国
・
万
）
を
除
く
十
一
本
は
、
第
二
群
通
行
本
グ
ル
ー
プ
と
し
て
常
に
足
並
み
を
そ
ろ

え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
（
東
・
野
・
三
・
九
）
の
四
本
は
、
の
こ
る
七
本
と
は
時
に
違
っ
た
動
き
も
み
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の

例
に
も
あ
て
は
ま
る
。
．
源
氏
十
二
才
ニ
テ
元
服
ナ
レ
ド
モ
」
の
く
だ
り
、
諸
本
は
次
の
よ
う
な
異
同
を
み
せ
て
い
る
。

’
㈹
十
二
才
ニ
テ
：
．
…
穂
・
国
・
万
・
東
・
野
・
三
・
九
・
青

㈲
十
二
才
マ
テ
ニ
テ
…
…
桂
・
白

③
本
マ
堅

例
十
二
才
マ
テ
ニ
テ
。
：
…
静
・
学

三
亜
説
注
文
の
記
入
の
仕
方
で
あ
る
。
（
穂
）
（
常
）
が
各
注
文
と
も
普
通
に
つ
づ
け
て
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、
（
三
）
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で
は
残
る
五
本
は
ど
う
な
の
か
と
い
え
ば
、
先
ず
「
マ
テ
ニ
テ
」
と
い
う
本
文
を
有
し
、
（
穂
・
国
・
万
）
と
い
っ
た
第
一
群
本
文
と
対
立

し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
五
本
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
五
本
の
中
で
も
（
静
・
学
・
常
．
尊
）
の
四
本
に
は
「
本
マ
上
」
が
つ
き
、
更
に
（
常
．

尊
）
は
こ
の
「
本
マ
典
」
を
抹
消
、
更
に
（
常
）
は
本
行
「
マ
テ
ニ
テ
」
の
「
マ
テ
」
に
も
見
消
ち
を
付
し
、
こ
の
訂
正
に
よ
っ
て
（
穂
・
国

・
万
）
等
の
本
文
に
立
ち
戻
っ
て
い
る
。
す
る
と
（
常
）
は
本
行
に
お
い
て
は
（
桂
・
静
・
学
・
尊
・
白
）
の
諸
本
と
同
じ
で
あ
り
、
就
中

（
静
・
学
）
と
は
強
い
共
通
性
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
訂
正
に
よ
っ
て
第
一
群
初
期
稿
本
の
本
文
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
え
る
の

一
一

（
常
）
は
こ
こ
で
も
第
二
群
通
行
本
グ
ル
ー
プ
の
中
の
（
静
・
学
）
と
強
い
結
び
付
き
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

上

根
本
的
な
異
同
は
「
二

国
・
万
）
に
つ
い
て
、

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

で
は
あ
る
ま
い
か
。

更
に
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
「
古
今
山
下
水
ノ
絶
ス
ト
有
ヤ
ウ
ニ
」
の
く
だ
り
、

’
’
㈹
絶
ス
ト
．
：
…
穂
・
国
・
万
・
東
・
野
・
三
・
九
・
桂
・
青
，
白

’
㈹
絶
ス
ト
・

終

④
㈲
絶
ス
ト
・

絶

ｌ
例
終
ス
ト
。

本
マ
ー
ム

『
『
、
『
一
一

一
１
帖
↑
一
識
垂
下
一
壺
灘

本
キ
ト

ヒテ
」
か
「
マ
テ
ニ
テ
」
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
ふ
る
と
、
（
東
・
野
・
三
・
九
）
は
こ
こ
で
は
（
穂
・

㈲
。
ｎ
の
本
文
を
と
る
六
本
と
は
対
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
八
本
の
中
で
も
こ
の
四
本
は
、
少
し
異
な
っ

：：

尊静

学
・
常

：：

常尊
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⑩
穗
久
邇
本

物
語
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
諸
本
が
大
き
く
対
立
す
る
の
は
、
「
聞
害
」
と
い
う
注
文
の
肩
付
を
如
何
に
解
釈
し
た
か
、
と
い
う
点
に
つ
い

て
で
あ
る
。
（
穂
）
の
場
合
、
写
真
で
も
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
聞
害
」
の
語
は
頭
注
と
本
行
の
注
と
の
中
間
に
は
さ
ま
れ
て
、
明
瞭
で
な

ル
ー
垂
皿
・
一

弓
紅
の
伽
３
勇
吟
令
恥
；
う

＃
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：
…
・
…
…
…
：
．
伊
勢

労
心
ハ
我
俗
姓
ヲ

聞
書
カ
ク
シ
テ
七
条

ノ
后
ノ
事
ヲ
申
サ

ン
タ
メ
’
一
如
レ
此
害
也

「
聞
害
」
と
い
う
肩
付
は
、
そ
の
上
に
書
入
れ
ら
れ
た
頭
注
「
我
俗
姓
ヲ
」
の
す
ぐ
下
に
記
さ
れ
て
あ
る
た
め
に
、
見
方
に
よ
っ
て
は
頭
注

本
文
三
亜
説
の
一
部
と
と
っ
て
「
我
俗
姓
ヲ
聞
耆
カ
ク
シ
テ
…
…
」
と
も
読
ん
で
し
ま
い
か
ね
な
い
。

こ
の
よ
う
に
読
ん
で
し
ま
っ
た
の
が
（
国
・
万
）
で
あ
る
。
該
当
す
る
箇
所
の
み
翻
字
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

い
。
今
（
穂
）
の
そ
の
部
分
だ
け
を
翻
字
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

説

三
亜
ノ
鰯

、
伊
勢
集
二

聿
巨
タ
ル
ウ
ッ
チ
タ
チ

ヲ
害
出
ス
事
い
か
き

事
閾
ダ
ル
様
也
河
云延
喜
の
御
時
と
て
は
ん
と
て
か
や
う
に
お
、
ほ
き
。
な
せ
る
也

乍
去
紫
式
部
労

心
ハ
旧
キ
詞
ヲ
取
テ

、
上

新
ク
耆
事
作
意
也
伊
勢
集
に
て
い
わ
れ
の
御
と
き
に
か
有
け
ん
大
宮
す
と
こ
ろ
と

伊
勢
労
心
ハ

足
緒

我
俗
姓
ヲ
聞
書
き
こ
え
け
る
と
云
曽
御
を
鞭
ハ
い
わ
く
に
て
も
お
具
ん
と

カ
ク
シ
テ
七
条
ノ
后
ノ

事
ヲ
申
サ
ン
タ
メ
ニ
よ
む
．
へ
し
〔
嘩
鱗
蝿
却
皇
承
和
三
年
為
一
更
衣
ノ
始
一
な
り

如
此
害
也
：
…
．

こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
読
で
あ
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、
（
国
）
は
（

刈
云延
喜
の
御
時
と
い
は
む
と
て
か
や
う
に
お
ほ
め
き
書
な
せ
る
也

、

伊
勢
集
に
も
い
わ
れ
の
御
と
き
に
か
有
け
む
大
宮
す
と
こ
ろ
と

尾
緒

き
こ
え
け
る
と
云
ど
御
を
。
は
い
わ
く
に
て
も
お
を
む
と

よ
む
、
へ
し
ミ
と
も
請
也
仁
明
天
皇
承
和
三
年
為
一
一
更
衣
ノ
初
一
也

（
穂
）
の
書
入
れ
「
『
、
、
と
も
讃
也
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。
（
穂
）
の
こ
の
書
入
れ
は
、
写
真
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写
す
こ
と
な
く
、
「

当
該
箇
所
を
示
す
。

．
．
…
．
：
…
…
：
・
・
伊
勢
労
心
〈

我
俗
姓
ヲ
カ
ク
シ
テ
七
条
ノ

后
ノ
事
ヲ
申
サ
ン
タ
メ
如
此

書
也
…
…
…

（
穂
）
で
は
注
文
全
体
の
上
に
冠
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
「
聞
耆
」
が
、
こ
こ
で
は
注
文
の
中
の
「
大
宮
す
所
」
の
付
近
に
下
げ
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
思
う
に
こ
れ
は
、
一
つ
に
は
（
穂
）
の
「
聞
害
」
を
注
文
「
大
宮
す
ど
こ
ろ
と
／
」
に
続
く
も
の
と
し
て
読
ん
で
し
ま
っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
加
え
て
（
穂
）
で
は
注
文
の
冒
頭
に
「
河
云
」
と
い
う
肩
付
が
あ
る
。
よ
っ
て
初
め
に
『
河
海
抄
』
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
「
聞

書
」
に
よ
る
注
文
は
大
体
こ
の
辺
り
か
ら
か
…
．
：
、
と
で
も
い
っ
た
判
断
が
働
い
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
「
大
宮
聞
晉
す
所
」
と
あ
る
の
が
、
や
は
り
（
桂
・
静
・
学
・
常
・
尊
・
白
）
の
六
本
な
の
で
あ
る
。
（
冑
）
も
又
、
「
大
宮

す
所
」
と
、
「
聞
害
」
こ
そ
入
れ
て
い
な
い
が
、
問
に
不
自
然
な
空
白
を
お
い
て
い
る
。
一
方
（
東
・
野
・
三
・
九
）
の
四
本
は
か
か
る
誤
読
を

写
す
こ
と
な
く
、
「
聞
書
」
は
「
河
云
」
も
含
め
た
注
文
全
体
に
対
す
る
肩
付
と
し
て
読
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
今
、
野
村
氏
蔵
本
の
写
真
に
て

か
ら
も
判
別
で
き
る
よ
う
に
、
本
行
と
は
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
。
筆
跡
を
み
る
と
、
例
の
〈
三
大
書
入
れ
〉
の
筆
と
も
か
な
り
似
通
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
し
て
諸
本
中
、
こ
の
一
文
を
有
す
る
の
は
（
穂
・
国
）
の
二
本
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
「
聞
書
」
の
位
置
に
関
し
て
は
誤
読

に
よ
る
対
立
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
両
本
の
共
通
性
は
依
然
揺
が
ぬ
よ
う
で
あ
る
。

再
び
「
聞
書
」
の
異
同
に
戻
る
。
（
穂
）
の
不
明
瞭
な
書
き
方
が
災
い
し
た
た
め
か
、
諸
本
の
中
に
は
（
穂
）
の
「
聞
害
」
を
、
今
度
は
下
の
注

文
に
か
か
る
も
の
と
し
て
読
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
（
桂
）
。
今
、
同
本
に
よ
っ
て
該
当
部
分
の
象
を
翻
字
す
る
。

河
云

延
喜
の
御
時
と
い
ば
ん
と
て
か
や
う
に
お
ほ
め
ぎ
書
な
せ
る
な
り
伊
勢

、

集
に
も
い
わ
れ
の
御
と
ぎ
に
か
有
け
ん
大
宮
聞
書
す
所
と
聞
え
け
る
と
云
再

尾
緒

御
を
話
い
わ
く
に
て
も
お
上
ん
と
よ
む
雫
へ
し
仁
明
天
皇
承
和
三
年
為
二
更
衣
ノ
始
一
也
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ふ
い
孵
り
も
八
ｍ
や
７
豚
ｉ
り
ふ
併
刎
ノ
ー
ム
ヵ
申
ｊ
ら
間
γ
詞
ｊ

Ｊ錐
耀
酔
畢
↓
１
、
ヂ
ー
ノ
今
・

研
”
／
ハ
リ
ー
’
わ
〃
．
ｊ
１
４
小
い
↓
Ｉ
〈
詩
牡
泳
ｌ
や
１
１
鍋
炉
十
ペ
キ
ハ
ノ
ハ

６

ヶ
的
〃
ノ
ル
ウ
ワ
幽
斗
〃

●
“
感
慨
〃
が
り
震
修
訴
鈴
の
ｆ
御
ｌ
ｖ
～
ん
瀞
Ｚ
Ｉ
７
今
１
１
乎
守
功
Ｊ
き
↓
霞
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こ
の
点
を
再
確
認
し
て
、
（
常
）
に
戻
る
。
さ
き
に
（
常
）
の
書
式
は
（
桂
・
静
・
学
。
尊
）
に
一
致
す
る
と
の
べ
た
が
、
実
は
そ
れ
は
訂
正

以
前
の
こ
と
。
こ
こ
で
も
又
、
（
常
）
は
訂
正
に
よ
っ
て
（
桂
・
静
・
学
．
尊
）
か
ら
離
れ
、
（
束
・
野
・
三
・
九
）
に
近
付
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ど
う
や
ら
常
磐
松
本
「
桐
壺
」
は
㈲
同
本
独
自
の
例
の
後
代
書
入
れ
が
な
さ
れ
る
以
前
に
は
、
第
二
群
通
行
本
グ
ル
ー
プ
の
本
文
で
あ
っ
た

ら
し
い
こ
と
。
。
但
し
第
二
群
の
中
で
も
（
桂
・
静
・
学
・
尊
・
青
・
白
）
グ
ル
ー
プ
、
就
中
学
習
院
本
に
、
近
い
本
文
を
、
、
ヘ
ー
ス
に
し
な
が

ら
、
訂
正
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
第
一
群
本
、
な
い
し
は
第
一
群
本
と
し
ば
し
ば
共
通
項
の
象
ら
れ
た
（
東
・
野
・
三
・
九
）
等
の
第
二
群
本
文

に
近
付
い
て
ゆ
く
、
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

よ
っ
て
（
東
・
野
・
三

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
去
り
。

九
）
の
四
本
は
、
同
じ
く
第
二
群
通
行
本
グ
ル
ー
プ
と
は
い
え
、
や
は
り
他
の
諸
本
と
は
若
干
傾
向
を
異
に
し
て
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